
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　内部に導管があってもなくても大きな安定性

を有する無モルタル自立塀を造ることができる建築用ブ

ロックを提供する。

【解決手段】　本建築用ブロックは、少なくとも１つの

内部芯４２と、副または末端芯部４６と、１つの面から

突き出ていて、前記内部芯の少なくとも１つの周囲の一

部を形成する連結部５４とを有する。また、互いの端と

端を接して且つ同じ高さで配置されたときに前記連結部

を受容するための副芯または台座を形成する。互いの端

と端を接して配置された建築用ブロックの第１列は、互

いの端と端を接して配置された建築用ブロックの第２列

に対して互い違いに配置されるとき、隣接するブロック

列が連結するように、一方の建築用ブロック列の連結部

５４と他方の建築用ブロック列の副芯部、末端芯部４６

または相対的に大きい内部芯４２とをつがいにする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 実 質 的 に 平 ら で あ る 第 １ お よ
び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 と 、
　 ｂ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の そ れ ぞ れ に 交 差 し て
い る 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 と 、
　 ｃ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支
持 面 の そ れ ぞ れ と 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ に 交 差 し て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 側 面 と 、
　 ｄ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て い て 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ と 第
２ の 側 面 の そ れ ぞ れ か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 、 第 １ の 内 部 芯 と 、
　 ｅ ） 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 端 部 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持
面 の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い る 末 端 芯 部 と 、
　 ｆ ） 前 記 荷 重 支 持 面 の う ち の 一 つ か ら 突 き 出 て い て 、 前 記 第 １ の 内 部 芯 の 周 囲 の 少 な く
と も 一 部 を 形 成 し て い る 連 結 部 と 、
を 備 え 、
前 記 連 結 部 と 前 記 末 端 芯 部 は 、 一 つ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 が 、 直 面 す る 別 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク の 末 端 芯 部 を 形 成 し て い る 表 面 と 直 面 で き る よ う に 形 作 ら れ て い て 、
　 ｇ ） 互 い に 第 １ と 第 ２ の 高 さ で 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 互 い 違 い に 置 く と 同 時 に 、 第 １ の 高 さ
に あ る 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 を 第 ２ の 高 さ に あ る 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 芯 部 に 据 え 付 け
る こ と が で き る よ う に な っ て い る 、
建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ａ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 側 面
の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ の 内 部 芯 か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 、 第 ２ の
内 部 芯 を も 備 え 、
　 ｂ ） 前 記 連 結 部 の サ イ ズ は 、 前 記 連 結 部 を 前 記 第 １ の 内 部 芯 に 据 え 付 け る こ と が で き な
い 程 に 十 分 に 大 き い も の で あ り 、 且 つ 、
　 ｃ ） 前 記 連 結 部 の サ イ ズ は 、 前 記 連 結 部 を 前 記 第 ２ の 内 部 芯 に 据 え 付 け る こ と が で き る
程 に 十 分 に 小 さ い も の で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ａ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 側 面
の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ の 内 部 芯 か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 、 第 ２ の
内 部 芯 を も 備 え 、
　 ｂ ） 前 記 連 結 部 の 形 状 は 、 前 記 連 結 部 を 前 記 第 １ の 内 部 芯 に 据 え 付 け る こ と が で き な い
よ う な 形 状 で あ り 、 且 つ 、
　 ｃ ） 前 記 連 結 部 の 形 状 は 、 前 記 連 結 部 を 前 記 第 ２ の 内 部 芯 に 据 え 付 け る こ と が で き る よ
う な 形 状 で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 側 面 の そ れ ぞ れ は 、 ざ ら つ き 化 さ れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ
ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 鋳 型 か ら 形 成 さ れ て い て 、 前 記 側 面 の そ れ ぞ れ は 、 ざ ら ざ ら と し た 表 面 と な る よ う に 他
の 石 造 物 か ら 分 割 さ れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 側 面 に 対 し て 傾 斜 し て い る 面 を 含 む も の で あ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 側 面 に 対 し て 傾 斜 し た 互 い に 平 行 な 面 を 含 む も の で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 側 面 に 対 し て 傾 斜 し 且 つ 互 い に 傾 斜 し た 面 を 含 む も の で あ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 内 部 芯 、 前 記 連 結 部 、 前 記 末 端 芯 部 の そ れ ぞ れ は 弓 形 の 形 状 で あ る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 連 結 部 は 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 分 割 す る た め の 空 間 を 定 め る た め に 互 い に 一 定 の 間 隔
を 置 い て 配 置 さ れ て い る 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 片 を 備 え た も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 実 質 的 に 平 ら で あ る 前 記 第 １ と 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 連 結 部 、 前 記 第 １
の 内 部 芯 お よ び 前 記 末 端 芯 部 を 除 い て 、 平 ら で な い 特 徴 を ９ ９ ％ 有 さ な い も の で あ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 荷 重 支 持 面 の 全 て の 点 は 、 前 記 連 結 部 、 前 記 第 １ の 内 部 芯 お よ び 前 記 末 端 芯
部 を 除 い て 、 ２ つ の 平 行 な 平 面 、 す な わ ち 、 一 定 の 距 離 だ け 離 さ れ て い る 基 底 面 と 最 上 面
と の 間 に 含 ま れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の 全 て の 点 は 、 ２ つ の 平 行 な 平 面 、 す な わ ち 、 一 定 の 距 離 だ け 離
さ れ て い る 基 底 面 と 最 上 面 と の 間 に 含 ま れ て い て 、
　 前 記 一 定 の 距 離 は 、 約 ８ 分 の １ イ ン チ よ り も 小 さ い も の で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ａ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 実 質 的 に 平 ら で あ る 第 １ お よ
び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 と 、
　 ｂ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の そ れ ぞ れ に 交 差 し て
い る 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 と 、
　 ｃ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支
持 面 の そ れ ぞ れ と 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ に 交 差 し て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 側 面 と 、
　 ｄ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ と 第
２ の 側 面 の そ れ ぞ れ か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 且 つ 互 い に 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い
て 、 半 径 を 有 す る 、 一 対 の 第 １ の 内 部 芯 と 、
　 ｅ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ と 第
２ の 側 面 の そ れ ぞ れ か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 且 つ 前 記 第 １ の 内 部 芯 の そ れ ぞ れ か ら 一 定 の
間 隔 を 置 い て そ れ ら の 中 間 に 配 置 さ れ て い て 、 半 径 を 有 す る 、 第 ２ の 内 部 芯 と 、
　 ｆ ） 前 記 第 １ と 第 ２ の 各 端 部 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持
面 の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 半 径 を 有 す る 、 末 端 芯 部 と 、
　 ｇ ） 前 記 第 １ の 内 部 芯 の そ れ ぞ れ の 周 囲 に あ り 、 前 記 荷 重 支 持 面 の う ち の 一 つ か ら 突 き
出 て い て 、 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 第 １ の 内 部 芯 か ら 排 除 さ れ る よ う に 第 １ の 内 部 芯 の 半 径
よ り も 大 き く 、 か つ 、 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 芯 部 と 第 ２ の 内 部 芯 に 据 え 付 け る こ と が
で き る よ う に 末 端 芯 部 と 第 ２ の 内 部 芯 の 半 径 よ り も 小 さ い 外 側 の 半 径 を 有 す る 連 結 部 と 、
を 備 え 、

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-218416 A 2004.8.5



　 前 記 連 結 部 の そ れ ぞ れ と 前 記 末 端 芯 部 は 、 一 つ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 の 一 つ が 、 直
面 す る 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 芯 部 を 形 成 し て い る 表 面 と 直 面 で き る よ う に 、 且 つ 、 前
記 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 他 の 連 結 部 が 前 記 第 ２ の 内 部 芯 を 形 成 し て い る 表 面 と 直 面 で き る よ う
に 形 作 ら れ て い て 、
　 ｈ ） 第 １ と 第 ２ の 高 さ で 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 互 い 違 い に 置 く と 、 第 １ の 高 さ に あ る 建 築 用
ブ ロ ッ ク の 連 結 部 の １ つ を 第 ２ の 高 さ に あ る 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 芯 部 に 据 え 付 け る と 同
時 に 、 前 記 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 他 の 連 結 部 を 前 記 第 ２ の 高 さ に あ る 前 記 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 第
２ の 内 部 芯 に 据 え 付 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 、
建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 側 面 の そ れ ぞ れ は 、 ざ ら つ き 化 さ れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ
ッ ク 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 鋳 型 か ら 形 成 さ れ て い て 、 前 記 側 面 の そ れ ぞ れ は 、 ざ ら ざ ら と し た 表 面 と な る よ う に 他
の 石 造 物 か ら 分 割 さ れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 側 面 に 対 し て 傾 斜 し て い る 面 を 含 む も の で あ る 、 請 求 項 １
３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 側 面 に 対 し て 傾 斜 し た 互 い に 平 行 な 面 を 含 む も の で あ る 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 端 部 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 側 面 に 対 し て 傾 斜 し 且 つ 互 い に 傾 斜 し た 面 を 含 む も の で あ
る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 連 結 部 の 一 つ は 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 分 割 す る た め の 空 間 を 定 め る た め に 互 い に 一 定
の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 片 を 備 え た も の で あ る 、 請 求 項 １ ３
に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ２ の 内 部 芯 は 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 分 割 す る た め の 補 助 と し て 役 立 つ 凹 部 を 含 む 壁
面 に よ っ て 形 が 決 定 さ れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 実 質 的 に 平 ら で あ る 前 記 第 １ と 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 連 結 部 、 前 記 第 １
の 内 部 芯 、 前 記 第 ２ の 内 部 芯 お よ び 前 記 末 端 芯 部 を 除 い て 、 平 ら で な い 特 徴 を ９ ９ ％ 有 さ
な い も の で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ の 荷 重 支 持 面 の 全 て の 点 は 、 前 記 連 結 部 、 前 記 第 １ の 内 部 芯 、 前 記 第 ２ の 内 部
芯 お よ び 前 記 末 端 芯 部 を 除 い て 、 ２ つ の 平 行 な 平 面 、 す な わ ち 、 一 定 の 距 離 だ け 離 さ れ て
い る 基 底 面 と 最 上 面 と の 間 に 含 ま れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の 全 て の 点 は 、 ２ つ の 平 行 な 平 面 、 す な わ ち 、 一 定 の 距 離 だ け 離
さ れ て い る 基 底 面 と 最 上 面 と の 間 に 含 ま れ て い て 、
　 前 記 一 定 の 距 離 は 、 約 ８ 分 の １ イ ン チ よ り も 小 さ い も の で あ る 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 ａ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 実 質 的 に 平 ら で あ る 第 １ お よ
び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 と 、
　 ｂ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 の そ れ ぞ れ に 交 差 し て
い て 、 一 方 が 第 １ と 第 ２ の 側 面 の そ れ ぞ れ に 対 し て 略 垂 直 で あ り 、 も う 一 方 が 第 １ と 第 ２
の 側 面 の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 斜 し て い る 平 ら な 表 面 を 一 対 含 ん で い る 、 第 １ お よ び 第 ２ の
端 部 と 、
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　 ｃ ） 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支
持 面 の そ れ ぞ れ と 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ に 交 差 し て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 側 面 と 、
　 ｄ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ と 第
２ の 側 面 の そ れ ぞ れ か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い て 、 半 径 を 有 す る 、 第 １ の 内 部
芯 と 、
　 ｅ ） 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面
の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 端 部 の そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 側 面
の そ れ ぞ れ 、 お よ び 、 前 記 第 １ の 内 部 芯 か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い て 、 半 径 を
有 す る 、 第 ２ の 内 部 芯 と 、
　 ｆ ） 前 記 一 対 の 平 ら な 表 面 を 有 す る 前 記 端 部 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 平 ら な 表 面 の 中 間 に あ
り 、 前 記 荷 重 支 持 面 に 達 す る よ う 前 記 荷 重 支 持 面 の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い て 、 半 径 を 有
す る 、 末 端 芯 部 と 、
を 備 え 、
　 ｇ ） 前 記 第 １ の 内 部 芯 の 半 径 は 、 前 記 第 ２ の 内 部 芯 お よ び 前 記 末 端 芯 部 の 半 径 よ り も 小
さ く 、
　 ｈ ） 前 記 第 ２ の 内 部 芯 の 半 径 は 、 前 記 末 端 芯 部 の 半 径 と ほ ぼ 同 じ で あ り 、
　 ｉ ） 前 記 第 １ の 内 部 芯 は 、 前 記 第 ２ の 内 部 芯 と 前 記 末 端 芯 部 と の 中 間 に あ る 、
建 築 用 ブ ロ ッ ク 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 立 す る 無 モ ル タ ル 塀 を 造 る た め の 建 築 用 ブ ロ ッ ク に 関 す る も の で あ る 。 特
に 、 連 結 部 と 、 前 記 連 結 部 か ら 外 の 方 に 広 が っ て い る 平 ら な 表 面 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ
ク に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 隣 接 す る 下 側 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 に 据 え 付 け る た め に 、
少 な く と も １ つ の 芯 と 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 各 端 部 に 形 成 さ れ た 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を
有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 改 造 車 は 、 ほ と ん ど ト レ ッ ド が な い か ま た は 全 く ト レ ッ ド の な い 幅 広 い 平 ら な タ イ ヤ で
あ る 、 滑 ら か な 表 面 を 取 り 付 け た 後 部 車 輪 を 有 す る 。 相 対 的 に 非 常 に 多 く の 表 面 領 域 が 加
速 の た め に 道 路 を よ り 多 く 引 っ つ か む 。 ト レ ッ ド は 引 っ つ か み 量 を 減 少 さ せ 、 そ の た め に
加 速 の 量 を 減 少 さ せ る 。
　 Ｗ Ｗ Ｉ Ｉ 型 ジ ー プ は 、 相 対 的 に や せ こ け た タ イ ヤ で 走 る 。 タ イ ヤ が や せ こ け て い る ほ ど
、 タ イ ヤ の 一 部 の １ 平 方 イ ン チ あ た り の 圧 力 が 大 き く な っ て ぬ か る み や 砂 を 掘 り 下 げ 、 牽
引 力 が よ り 強 く な る 。
　 自 動 車 技 術 に お い て よ く 知 ら れ て い る 、 平 坦 さ と 圧 力 と の 教 訓 を 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク 製 造
業 者 は 見 落 と し て き た 。 大 多 数 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク に は 、 様 々 な 機 能 を 奏 す る た め の 凹 部 ま
た は 溝 が あ る 。 同 様 に 、 大 部 分 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク に は 、 様 々 な 機 能 を 奏 す る た め の 延 長 部
、 突 出 部 ま た は 小 隆 起 部 が あ る 。 時 間 的 余 裕 が な い と 、 こ れ ら 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 凹 部 や 延
長 部 は 、 荷 重 を 支 え る 機 能 を 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 他 の 部 分 に 必 然 的 に 移 動 さ せ る こ と が よ く
あ る 。 そ の よ う な 移 動 は 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 上 記 他 の 部 分 に 過 度 の 圧 迫 を か け た り 、 そ の
よ う な ブ ロ ッ ク や 該 ブ ロ ッ ク で 作 ら れ た 塀 の バ ラ ン ス を 崩 し た り す る か も し れ な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 平 坦 さ と 圧 力 と の 教 訓 を 正 し く 理 解 し 、 内 部 に 導 管 が あ っ て も な く て
も 大 き な 安 定 性 を 有 す る 無 モ ル タ ル 自 立 塀 を 造 る こ と が で き る 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 提 供 す る
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こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に か か る 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 少 な く と も １ つ の 芯 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ
ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お い て
、 さ ら に 、 連 結 部 を 有 す る と 共 に 、 こ の 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か ら 突
き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 で の 受 容 に
適 し た 芯 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し て い る も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に か か る 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 少 な く と も １ つ の 芯 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お
い て 、 さ ら に 、 連 結 部 を 有 す る と 共 に 、 こ の 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か
ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 で の 受
容 に 適 し た 芯 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し て い て 、 し か も 、 弓 形 で 、 継 ぎ 目 な し に 、
前 記 芯 の 周 囲 に 広 が っ て い る も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 少 な く と も １ つ の 芯 と 、 隣 接 す る 他 の 建
築 用 ブ ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ
ク に お い て 、 さ ら に 、 連 結 部 と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 と を 有 す る と 共 に 、 前 記 連
結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣
接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 で の 受 容 に 適 し た 芯 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し
て い る も の で あ り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 荷 重 支 持 面 は 、 前 記 連 結 部 を 無 視 す る と 実 質 的
に 平 ら で あ り 、 か つ 、 互 い に 平 行 で あ る も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に か か る 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 少 な く と も １ つ の 芯 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お
い て 、 さ ら に 、 連 結 部 を 有 す る と 共 に 、 こ の 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か
ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 で の 受
容 に 適 し た 芯 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し て い て 、 し か も 、 空 間 を 開 け て 隔 て ら れ た
第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 部 が 形 成 さ れ る よ う に 割 り く さ び 部 を 有 す る も の で あ る 、 こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 少 な く と も １ つ の 芯 と 、 隣 接 す る 他 の 建
築 用 ブ ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ
ク に お い て 、 さ ら に 、 連 結 部 と 、 互 い に 反 対 側 に あ る ２ つ の 側 面 と を 有 す る と 共 に 、 前 記
連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た
隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 で の 受 容 に 適 し た 芯 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成
し て い る も の で あ り 、 前 記 ２ つ の 側 面 は 、 そ れ ら の 外 観 が 美 的 デ ザ イ ン と な る よ う に ざ ら
つ き 化 さ れ た も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 ３ つ の 芯 一 式 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お
い て 、 さ ら に 、 連 結 部 を 有 す る と 共 に 、 前 記 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か
ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の ２ つ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の そ れ ぞ
れ の 副 芯 部 で の 受 容 に 適 し た 芯 の う ち の ２ つ の 各 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し て い る も
の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 ３ つ の 芯 一 式 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お
い て 、 さ ら に 、 連 結 部 と 、 割 り く さ び 部 を 有 す る と 共 に 、 前 記 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ
ク の 荷 重 支 持 面 か ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の ２ つ の 建 築 用
ブ ロ ッ ク の そ れ ぞ れ の 副 芯 部 で の 受 容 に 適 し た 芯 の う ち の ２ つ の 各 周 囲 の 少 な く と も 一 部
を 形 成 し て い る も の で あ り 、 前 記 割 り く さ び 部 は 、 作 業 場 で ブ ロ ッ ク を 割 る の を 補 助 す る
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た め に １ つ の 芯 の 一 部 を 形 成 し て い る も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 ３ つ の 芯 一 式 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お
い て 、 さ ら に 、 連 結 部 と 、 割 り く さ び 部 を 有 す る と 共 に 、 前 記 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ
ク の 荷 重 支 持 面 か ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の ２ つ の 建 築 用
ブ ロ ッ ク の そ れ ぞ れ の 副 芯 部 で の 受 容 に 適 し た 芯 の う ち の ２ つ の 各 周 囲 の 少 な く と も 一 部
を 形 成 し て い る も の で あ り 、 前 記 割 り く さ び 部 は 、 作 業 場 で ブ ロ ッ ク を 割 る の を 補 助 す る
た め に 連 結 部 を 横 切 っ て い る も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 ３ つ の 芯 一 式 と 、 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク と 共 に 副 芯 を 形 成 す る 一 対 の 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お
い て 、 さ ら に 、 連 結 部 を 有 す る と 共 に 、 前 記 連 結 部 は 、 該 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 荷 重 支 持 面 か
ら 突 き 出 て お り 、 隣 り 合 う 高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 他 の ２ つ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の そ れ ぞ
れ の 副 芯 部 で の 受 容 に 適 し た 芯 の う ち の ２ つ の 各 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し て い る も
の で あ り 、 前 記 ２ つ の 芯 は 、 互 い に サ イ ズ が 異 な り 、 一 方 は 隣 接 す る 可 能 性 の あ る 他 の 建
築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 の 据 え 付 け を 排 除 す る の に は 十 分 に 小 さ く 、 も う 一 方 は 隣 接 す る 他
の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 を 据 え 付 け る の に は 十 分 に 大 き い も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に か か る さ ら に 別 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 ２ つ の 芯 一 式 と 、 一 方 の 端 部 内 に 副 芯 部
ま た は 末 端 芯 部 と を 有 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に お い て 、 前 記 ２ つ の 芯 は 、 互 い に サ イ ズ が 異
な り 、 一 方 は 隣 接 す る 可 能 性 の あ る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 の 据 え 付 け を 排 除 す る の
に は 十 分 に 小 さ く 、 も う 一 方 は 隣 接 す る 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 連 結 部 を 据 え 付 け る の に は
十 分 に 大 き い も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 点 の 一 つ は 、 安 定 性 で あ る 。 本 発 明 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 自 立 す る 無 モ
ル タ ル 塀 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 塀 は 導 管 な し で 高 い 安 定 性 を 有 す る 。 こ の 有 利 な
点 に 寄 与 す る １ つ の 特 徴 は 連 結 部 で あ る 。 こ の 有 利 な 点 に 寄 与 す る 別 の 特 徴 は 、 最 大 限 の
表 面 領 域 に 渡 っ て 均 等 に 荷 重 が 伝 わ る よ う に 荷 重 を か け る 上 下 の 荷 重 支 持 面 の 平 坦 さ で あ
る 。
　 本 発 明 の 他 の 有 利 な 点 は 、 自 立 す る 無 モ ル タ ル 塀 に 導 管 を 組 み 入 れ ら れ る こ と で あ る 。
そ の よ う な 塀 が 建 て ら れ る と き 、 芯 は 、 そ の 中 に 導 管 を 配 置 で き る よ う に 自 然 と 一 列 に 並
べ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 有 利 な 点 は 、 本 連 結 部 は 、 複 数 あ る 芯 の 一 部 の み に 据 え 付 け る だ け で 、 他
の 芯 に は 据 え 付 け な く て も よ い こ と で あ る 。 そ の よ う な 自 然 な 選 択 と 除 外 は 、 誤 ま り が な
く 且 つ 自 己 整 列 す る 塀 を 提 供 す る 。
　 他 の 有 利 な 点 は 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 特 有 の 塀 の 基 礎 と し て 使 用 し て も よ い こ と で あ る 。
例 え ば 、 同 一 形 状 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク が ま っ す ぐ な 塀 ま た は カ ー ブ し た 塀 の い ず れ か を 形 成
で き る よ う に 、 連 結 部 と そ れ と つ が い に な る 副 芯 部 ま た は 末 端 芯 部 と が 組 み 立 て ら れ る 。
ま た 、 基 礎 と な る 同 一 形 状 の 一 式 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク が 、 ま っ す ぐ な 塀 、 カ ー ブ し た 塀 、 ま
た は 、 波 形 の 塀 を 形 成 で き る よ う に 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 は 斜 め に な っ て い る 。 さ ら に
、 家 の 所 有 者 が 、 そ の 独 自 の 角 度 や 彎 曲 に す る た め に 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 を ノ コ ギ リ
で 切 っ た り 、 ま た は 、 割 っ た り す る と き 等 の よ う に 、 連 結 部 と そ れ と つ が い に な る 副 芯 部
を 回 転 に よ り 調 整 し て 連 結 し て も よ い 。 さ ら に 、 家 の 所 有 者 が 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 末 端 を ノ
コ ギ リ で 切 る と き 、 連 結 用 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク に 凹 部 が ま だ 残 さ れ て い る よ う に 、 副 芯 部 は
、 建 築 用 ブ ロ ッ ク 内 に 相 対 的 に 深 く 形 成 さ れ る
　 他 の 有 利 な 点 は 、 本 発 明 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 一 式 で 立 て ら れ た 自 立 塀 は 、 接 着 剤 を 使 用 し
て も 使 用 し な く て も 安 全 で あ り 、 支 柱 を 使 用 し て も 使 用 し な く て も 安 全 で あ り 、 建 築 中 も
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安 全 で あ り 、 完 成 後 も 安 全 で あ り 、 多 年 に わ た っ て 安 全 で あ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 建 築 用
ブ ロ ッ ク は 、 中 空 で 、 相 対 的 に 軽 く 、 且 つ 、 日 曜 大 工 の 好 き な 家 の 所 有 者 に と っ て 取 扱 い
や す い よ う に 、 複 数 の 内 部 芯 と 副 （ ま た は 末 端 ） 芯 部 と を 有 す る 。 さ ら に 、 連 結 部 は 、 横
た え ら せ た だ け の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 動 き を 最 小 限 に し て 、 建 設 中 に 塀 の ぐ ら つ き を 最 小 限
に す る 。 さ ら に 、 い く つ か の 連 結 部 は 、 作 業 場 で の 調 整 が で き る よ う に 割 り く さ び 部 を 有
す る 。 ま た 、 支 柱 を 芯 の い ず れ か に 差 し 込 ん で も よ い し 、 あ る い は 、 全 く 差 し 込 ま な く て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 有 利 な 点 は 、 蛇 行 し た ま た は カ ー ブ し た 塀 を 組 み 立 て る と き に 達 成 さ れ る 構 造 上 の
安 定 な 状 態 で の 建 設 能 力 で あ る 。
　 他 の 有 利 な 点 は 、 ジ グ ザ グ 型 の 塀 を 組 み 立 て る と き に 達 成 さ れ る 構 造 上 の 安 定 な 状 態 で
の 建 設 能 力 で あ る 。
　 他 の 有 利 な 点 は 、 導 管 が あ っ て も な く て も 剛 性 を 達 成 で き る こ と で あ る 。 使 用 時 に は 、
導 管 の 下 部 は 地 中 に 打 ち 込 ま れ て 、 導 管 の 上 部 が 内 部 芯 、 す な わ ち 、 連 結 部 の 芯 と 対 面 す
る 。
　 他 の 有 利 な 点 は 、 自 立 塀 は 次 の 家 の 所 有 者 に よ っ て 相 対 的 に 容 易 に 取 り 除 か れ う る こ と
で あ る 。 本 発 明 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 一 式 で 建 て ら れ た 自 立 塀 に は 、 補 強 棒 、 支 柱 、 接 着 剤 、
お よ び 、 地 中 に 相 対 的 に 深 く 掘 ら れ た 穴 の い ず れ も 必 要 な い 。 さ ら に 、 本 発 明 の 建 築 用 ブ
ロ ッ ク は 適 度 に 空 洞 が あ る こ と に よ り 、 異 な る 趣 味 を も つ 家 主 に よ っ て 取 り 除 か れ な け れ
ば な ら な い 量 が 最 小 限 に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 有 利 な 点 は 、 本 発 明 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 製 造 す る の に 比 較 的 安 価 で あ る こ と で あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に か か る 好 ま し い 実 施 態 様 に よ れ ば 、 互 い に 反 対 側 に あ る ２ つ の ざ ら ざ ら と し た
側 面 を 有 す る 無 モ ル タ ル 自 立 塀 の 一 部 ま た は 複 数 部 分 に 用 い ら れ る 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 一 組
は 、 図 １ 、 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ で 示 さ れ る 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ 、 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｂ で 示 さ
れ る 割 り く さ び 部 を 有 す る 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ 、 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ で 示 さ れ る 伸 張 用 ブ ロ
ッ ク ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ で 示 さ れ る 中 央 芯 に 割 り く さ び 部 を
有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ ク ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ６ 、 図 ７ Ａ お よ び 図 ７ Ｂ で 示 さ れ る １ つ の
連 結 部 に 割 り く さ び 部 を 有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ ク ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ８ 、 図 ９ Ａ お よ び
図 ９ Ｂ で 示 さ れ る 角 用 ブ ロ ッ ク 、 図 １ １ Ａ お よ び １ １ Ｂ で 示 さ れ る 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ 、
お よ び 、 図 １ ３ Ａ お よ び 図 １ ３ Ｂ で 示 さ れ る 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ＜ 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ ＞
　 図 １ 、 図 ２ Ａ ， お よ び 、 図 ２ Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 第 １ の 荷 重 支
持 面 ３ ０ 、 第 ２ の 荷 重 支 持 面 ３ ２ 、 第 １ の 端 部 ３ ４ 、 第 ２ の 端 部 ３ ６ 、 第 １ の 側 面 ３ ８ 、
第 ２ の 側 面 ４ ０ を 通 常 含 む 。 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 円 筒 状 ま た は 芯 の 壁 面 ４ ４ に よ っ て 形
が 決 め ら れ た 第 １ の 、 中 央 の 、 内 部 の 、 ま た は 、 主 要 の 芯 （ 主 芯 ） ４ ２ と 、 円 筒 状 ま た は
芯 の 壁 面 ４ ８ に よ っ て 形 が 決 め ら れ た 副 芯 部 、 末 端 芯 部 、 端 部 弓 形 凹 部 ま た は 座 部 ４ ６ と
、 円 筒 状 ま た は 芯 の 壁 面 ５ ２ に よ っ て 形 が 決 め ら れ た 副 芯 部 、 末 端 芯 部 、 端 部 弓 形 凹 部 ま
た は 座 部 ５ ０ と 、 主 要 の 芯 ４ ２ の 周 囲 に あ る 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ と を さ ら に 含 む 。 斜
め ブ ロ ッ ク １ ０ の 主 芯 ４ ２ を 含 む 断 面 は 、 図 ２ Ｃ で 示 さ れ る 。 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 さ ら
に 、 ４ つ の 角 面 ま た は 面 取 り し た 面 ５ ６ 、 ５ ８ 、 ６ ０ お よ び ６ ２ を も 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 荷 重 支 持 面 ３ ０ は 第 ２ の 荷 重 支 持 面 ３ ２
の 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ の そ れ ぞ れ は 他 の 荷 重 支 持 面 の 平 面 に 平 行
な 平 面 上 に 配 置 さ れ る 。 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ の そ れ ぞ れ は 、 端 部 ３ ４ 、 ３ ６ と 側 面 ３ ８
、 ４ ０ を 横 切 る か ま た は そ れ と 交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。 通 常 、 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、
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３ ２ の そ れ ぞ れ は 台 形 で あ る 。 具 体 的 に は 、 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ の そ れ ぞ れ は 、 角 面 ま
た は 面 取 り を し た 面 ５ ６ 、 ５ ８ 、 ６ ０ お よ び ６ ２ と 、 副 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ を 有 す る 端 部 ３ ４
、 ３ ６ と 、 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ と に よ っ て 形 成 さ れ た 一 組 の １ ２ 辺 に 接 し て い る 。
　 主 芯 ４ ２ は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 中 央 に 形 成 さ れ て お り 、 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ の そ れ
ぞ れ に 達 す る よ う そ れ ぞ れ の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い る 。 主 芯 ４ ２ の 中 央 を 通 る 軸 は 側 面
３ ８ と 側 面 ４ ０ か ら 等 距 離 に あ り 、 さ ら に 端 部 ３ ４ の 中 心 点 と 端 部 ３ ６ の 中 心 点 か ら も 等
距 離 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 主 芯 ４ ２ は 内 部 に あ る 芯 で あ る 。 す な わ ち 、 主 芯 ４ ２ は 、 第 １ と 第 ２ の 側 面 ３ ８ 、 ４ ０
の そ れ ぞ れ と 第 １ と 第 ２ の 端 部 ３ ４ 、 ３ ６ の そ れ ぞ れ と か ら 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る
。
　 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ の サ イ ズ に 整 合 さ せ た 主 芯 ４ ２ の 直 径 ま た は サ イ ズ は 、 一 組 の 斜 め ブ
ロ ッ ク １ ０ を 単 独 で ま た は 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク と 組 み 合 わ せ て 用 い て 自 立 塀 を 組 み 立 て る
こ と が で き る よ う に 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 重 量 ま た は 質 量 を 最 小 限 に す る の に は 十 分 大 き
く 、 且 つ 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ に 十 分 な 質 量 と 強 度 を 提 供 す る の に は 十 分 に 小 さ い 。
　 図 ２ Ｄ は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ を 使 用 し て 建 て ら れ た 塀 の 一 部 を 示 し て い る 。 前 述 し た 図
２ Ａ ～ ２ Ｃ と こ の 図 ２ Ｄ と か ら わ か る よ う に 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ は 、 直 に 隣 り 合 う
高 さ に 配 置 さ れ た 隣 接 す る 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ の 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ 等 の よ
う な 、 隣 接 す る 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ の 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ の １ つ と 協 力 す る た
め に カ ー ブ ま た は 弓 形 の 形 状 と な る よ う に 、 第 １ の 荷 重 支 持 面 ３ ０ の 主 芯 ４ ２ の 周 囲 に 広
が っ て い る 。 そ の よ う な カ ー ブ ま た は 弓 形 の 形 状 、 ま た は 、 よ り 好 ま し く は 円 形 状 、 最 も
好 ま し く は 継 ぎ 目 の な い 円 形 状 は 、 ブ ロ ッ ク １ ０ 、 １ ０ 間 の 連 結 を 維 持 し な が ら 他 の 建 築
用 ブ ロ ッ ク １ ０ に 対 し て 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 回 転 に よ る 調 整 を 可 能 に す る 。 建 築 用 ブ ロ ッ
ク １ ０ は 、 互 い に 対 面 し て い る 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ が 副 芯 ４ ９ を 形 成 し て 、 直 に 隣 接 す る 高
さ で 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ 等 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ の 受 容 部 を 形 成 す る
よ う に 同 じ 高 さ で 隣 接 し た ２ つ の ブ ロ ッ ク が 端 と 端 を 接 し て （ 好 ま し く は 接 着 剤 を 使 用 し
な い で ） 配 置 さ れ て い る と き に 、 連 結 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 断 面 図 ２ Ｃ か ら 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ は 、 円 筒 状 の 壁 ４ ４ と 平 行 に つ な が り 、 か つ
、 調 和 し て い る 円 筒 状 の 壁 表 面 部 分 ７ ０ と 、 円 筒 状 壁 表 面 部 分 ７ ０ か ら 外 の 方 に 続 き 、 荷
重 支 持 面 ３ ０ と 略 平 行 に 拡 が っ て い る 上 部 の 繋 ぎ 目 の な い 表 面 部 分 ７ ２ と 、 上 部 の 繋 ぎ 目
の な い 表 面 部 分 ７ ２ か ら 荷 重 支 持 面 ３ ０ ま で 次 第 に 先 細 に な っ て い る 、 先 細 の 、 ま た は 、
斜 め に 切 ら れ た 継 ぎ 目 の な い 表 面 ７ ４ と を 含 む 。 さ ら に 、 図 ２ Ｄ に 示 さ れ て い る よ う に 、
継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ 用 の 座 部 は 、 ２ つ の 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 副 芯 ４
９ で あ る 。 こ の よ う な 副 芯 ４ ９ 、 す な わ ち 座 部 は 、 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に み る よ う に 、 面 ３ ２ 等
の 第 ２ の 荷 重 支 持 面 に 対 し て 垂 直 に 広 が っ て い る 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ 等 の 副 芯 部 壁 面 を 含 む 。
先 細 の 、 ま た は 、 斜 め に 切 ら れ た 継 ぎ 目 の な い 表 面 ７ ４ は 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ を 副
芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ の 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ と 一 列 に 並 べ る 際 の 補 助 に な る 。 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５
４ の 半 径 は 、 先 細 の 、 ま た は 、 斜 め に 切 ら れ た 継 ぎ 目 の な い 表 面 ７ ４ と 荷 重 支 持 面 ３ ０ と
の 交 差 点 で 測 定 す る と 、 副 芯 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ 等 の 副 芯 壁 面 の 半 径 と 実 質 的 に 等 し く 、 好 ま
し く は そ れ よ り も わ ず か に 小 さ い 。 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の １ つ
の 構 成 要 素 で あ り 且 つ 必 須 で あ る た め 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ と 同 時 に 成 型 ま た は 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 端 部 ３ ４ は 、 端 部 ３ ６ と 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 端 部 ３ ４ は 、 第 １ の 略 平 ら な 表 面 ま た は
面 ８ ０ と 第 ２ の 略 平 ら な 表 面 ま た は 面 ８ ２ と を 含 み 、 そ の 平 ら な 表 面 ８ ０ 、 ８ ２ の そ れ ぞ
れ は 、 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ に 対 し て 垂 直 に 広 が っ て い る 。 副 芯 部 ４ ６ は 平 ら な 表 面 ８ ０
、 ８ ２ の 中 間 に 形 成 さ れ る 。 平 ら な 表 面 ８ ０ 、 ８ ２ は 、 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ の そ れ ぞ れ に 対 し
て 傾 斜 し て い る 平 面 内 に 位 置 す る 。 端 部 ３ ６ は 、 第 １ の 略 平 ら な 部 分 ８ ４ と 第 ２ の 略 平 ら
な 表 面 ８ ６ と を 含 み 、 平 ら な 表 面 ８ ４ 、 ８ ６ の そ れ ぞ れ は 、 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ に 対 し
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て 垂 直 に 広 が っ て い る 。 副 芯 部 ５ ０ は 平 ら な 表 面 ８ ４ と ８ ６ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 平 ら な
表 面 ８ ４ 、 ８ ６ は 、 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 い て い る 平 面 内 に 位 置 す る 。 平
ら な 部 分 ８ ０ 、 ８ ２ が 配 置 さ れ て い る 平 面 は 、 平 ら な 部 分 ８ ４ 、 ８ ６ が 配 置 さ れ て い る 平
面 に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 平 ら な 部 分 ８ ０ 、 ８ ２ 、 ８ ４ 、 ８ ６ の そ れ ぞ れ は 、 面 ３ ０ 、 ３
２ と 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ を 横 切 る か ま た は そ れ と 交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。 互 い に 傾 斜
し て い る 端 部 ３ ４ 、 ３ ６ の お 陰 で 、 一 組 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 単 独 で ま た は そ の 他 の ブ
ロ ッ ク と 組 み 合 わ せ て 、 カ ー ブ し た ブ ロ ッ ク 列 、 ま た は 、 ま っ す ぐ な ブ ロ ッ ク 列 の い ず れ
か 一 方 ま た は 両 方 の 組 み 合 わ せ を 形 成 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 波 形 ま た は 蛇 行 し た
ブ ロ ッ ク 列 を 形 成 で き る 。 図 １ ６ Ａ で 示 さ れ る よ う に 、 連 続 的 に カ ー ブ し て い る ブ ロ ッ ク
列 は 、 側 面 ３ ８ の そ れ ぞ れ が 対 面 す る か 、 ま た は 、 そ の 他 の 側 面 ３ ８ の そ れ ぞ れ と 揃 え ら
れ た と き に 形 成 さ れ る 。 図 １ ５ Ａ で 示 さ れ る よ う に 、 ま っ す ぐ な ブ ロ ッ ク 列 は 、 あ る ブ ロ
ッ ク の 側 面 ３ ８ が 直 ぐ 隣 の ブ ロ ッ ク の 側 面 ４ ０ 内 に 延 び 、 今 度 は 、 こ の 側 面 ４ ０ が そ の 直
ぐ 隣 の ブ ロ ッ ク の 側 面 ３ ８ 内 に 延 び る よ う に ブ ロ ッ ク が 前 後 に 配 置 さ れ る と き に 形 成 さ れ
る 。 こ の よ う な パ タ ー ン は 所 望 の 長 さ ま で 続 け ら れ る 。 波 形 の ブ ロ ッ ク 列 は 、 カ ー ブ し た
列 部 と ま っ す ぐ な 列 部 と の 何 ら か の 組 み 合 わ せ に よ り 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ は 、 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ の
そ れ ぞ れ は 、 通 常 、 他 の 側 面 の 平 面 に 略 平 行 で あ る 平 面 内 に 配 置 さ れ る 。 側 面 ３ ８ 、 ４ ０
の そ れ ぞ れ は 、 荷 重 支 持 面 ３ ０ 、 ３ ２ と 端 部 ３ ４ 、 ３ ６ を 横 切 る か ま た は そ れ と 交 差 す る
よ う に 配 向 さ れ て い る 。 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ は 、 自 立 塀 の 外 側 の 垂 直 面 を 形 成 す る 。 側 面 ３ ８
、 ４ ０ は 、 両 面 が ざ ら ざ ら と し た 塀 を 形 成 す る よ う に ざ ら つ き 化 さ れ て い る こ と が 好 ま し
い 。
　 ＜ 割 り く さ び 部 を 有 す る 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ ＞
　 図 ３ Ａ と 図 ３ Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 連 結 片 ９ ４ を 有 す る 不 連 続 な
連 結 部 ９ ２ を 形 成 す る よ う に 連 結 部 を 横 切 る 分 割 用 の 空 間 、 切 れ 目 、 ま た は 、 凹 部 ９ ０ を
有 す る 以 外 は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ と 同 一 で あ る 。 連 結 片 ９ ４ の そ れ ぞ れ は 、 分 割 用 の 空 間
９ ０ を 形 成 す る よ う に 他 の 連 結 片 ９ ４ の 端 部 ま た は 端 部 面 ９ ６ か ら 一 定 の 間 隔 を 置 か れ て
い る 一 対 の 端 部 ま た は 端 部 面 ９ ６ を 有 す る 。 空 間 ９ ０ は 荷 重 支 持 面 ３ ０ と ３ ２ の そ れ ぞ れ
に 達 す る よ う そ れ ぞ れ の 間 に ま で 及 ん で い る 。 空 間 ９ ０ は 内 部 芯 ４ ２ に 面 し て 続 い て い る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 空 間 ９ ０ は 、 作 業 場 等 に お い て 、 面 ３ ０ 、 ３ ２ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 に 通 っ て い る 平 面
９ ８ に 沿 っ て 少 な く と も ２ つ の 部 分 に 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ を 分 割 す る た め の 目 印 ま た は 補 助
で あ る 。 彫 刻 刀 や 他 の 楔 形 状 の 道 具 や ノ コ ギ リ な ど で 一 度 分 割 す る と 、 右 側 ま っ す ぐ の ブ
ロ ッ ク と 左 側 ま っ す ぐ の ブ ロ ッ ク が 形 成 さ れ る 。 部 分 １ ０ ０ 、 １ ０ ２ の そ れ ぞ れ が 、 該 部
分 め い め い の 側 面 ３ ８ と 側 面 ４ ０ に 対 し て 垂 直 で 且 つ 該 部 分 め い め い の 表 面 ８ ０ 、 ８ ２ と
表 面 ８ ４ 、 ８ ６ に 対 し て 傾 い て い る 平 面 ９ ８ 沿 い に 形 成 さ れ た 面 を 有 す る よ う に 、 部 分 ま
た は ブ ロ ッ ク １ ０ ０ は 左 側 ま っ す ぐ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 形 成 し 、 部 分 ま た は ブ ロ ッ ク １ ０
２ は 右 側 ま っ す ぐ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ は 作 業 場 で の 部 分 変 更 を 必 要 と し な い 。 入 手 で き な い の で あ れ ば 、 繋
ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ を 有 す る 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ が 好 ま し い 。 し か し 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０
は 利 用 で き な い 場 合 は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ を 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 代 わ り に 用 い て も よ い 。
　 ＜ 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ と １ ２ 用 の 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ＞
　 ざ ら ざ ら と し た 表 面 ま た は 粗 い 石 造 り 表 面 を 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ に 形 成 す る 好 ま し い 方 法 は
、 図 ４ で 示 さ れ る よ う に 、 背 中 合 わ せ に 成 型 さ れ た ブ ロ ッ ク を 、 面 を 分 割 す る 機 械 な ど で
分 割 す る こ と に よ る も の で あ る 。 例 え ば 、 鋳 型 箱 １ ０ ３ は 、 ２ つ の 異 な る ブ ロ ッ ク １ ０ の
側 面 ３ ８ が 背 中 合 わ せ と な る よ う に 、 且 つ 、 ２ つ の 異 な る ブ ロ ッ ク １ ０ の 側 面 ４ ０ が 背 中
合 わ せ と な る よ う に 、 設 置 さ れ て い る 。 そ の 後 、 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 ざ ら つ き を 作 り 出 す た
め に 側 面 ３ ８ と 側 面 ４ ０ に 沿 っ て 分 割 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に お い て 、 鋳 型 部 は 、 参 照 番 号 １ ０ ４ で 示 さ れ 、 例 え ば 、 少 な く と も 荷 重 支 持 面 ３
０ 、 ３ ２ と 、 壁 面 ４ ８ お よ び 表 面 ８ ０ 、 ８ ２ を 含 む 第 １ の 端 部 ３ ４ と 、 壁 面 ５ ２ お よ び 表
面 ８ ４ 、 ８ ６ を 含 む 第 ２ の 端 部 ３ ６ と 、 円 筒 状 の 壁 面 ４ ４ と 、 連 結 部 ５ ４ の 円 筒 状 の 壁 面
部 ７ ０ と 、 連 結 部 ５ ４ の 上 部 表 面 ７ ２ と 、 先 細 か あ る い は 斜 め に 切 ら れ て い る 表 面 ７ ４ と
、 面 取 り し た 面 ５ ６ ， ５ ８ ， ６ ０ お よ び ６ ２ と 、 連 結 片 ９ ４ が 形 成 さ れ て い れ ば 、 端 部 ま
た は 端 部 面 ９ ６ 、 お よ び 、 連 結 片 ９ ４ の 中 間 に ま で 及 ん で い る 荷 重 支 持 面 ３ ０ の 一 部 と に
対 面 す る 。
　 図 ４ に お い て 、 余 分 の 石 造 部 分 は 参 照 番 号 １ ０ ６ で 示 さ れ 、 そ れ ら め い め い の 面 ３ ８ ま
た は ４ ０ か ら 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ＜ 伸 張 用 ブ ロ ッ ク ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ４ ＞
　 伸 張 用 ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 図 ５ Ａ と 図 ５ Ｂ で 示 さ れ る 。 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ４
は 、 第 １ の 荷 重 支 持 面 １ １ ０ と 、 第 ２ の 荷 重 支 持 面 １ １ ２ と 、 第 １ の 端 部 １ １ ４ と 、 第 ２
の 端 部 １ １ ６ と 、 第 １ の 側 面 １ １ ８ と 、 第 ２ の 側 面 １ ２ ０ と を 含 む 。
　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 円 筒 状 ま た は 芯 の 壁 面 １ ２ ４ に よ っ て 形 が 決 め ら れ た 中 央 ま た
は 比 較 的 大 き い 第 ２ の 内 部 芯 １ ２ ２ と 、 そ の 比 較 的 大 き い 第 ２ の 内 部 芯 １ ２ ２ の 両 側 に 、
円 筒 状 ま た は 芯 の 壁 面 １ ３ ０ 、 １ ３ ２ そ れ ぞ れ に よ っ て 形 が 決 め ら れ た 一 対 の 比 較 的 小 さ
い 第 １ の 内 部 芯 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ と を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 円 筒 状 ま た は 芯 の 壁 面 １ ３ ６ に よ っ て 形 が 決 め ら れ た 副 も し く
は 末 端 芯 部 、 端 部 の 弓 形 の 凹 部 、 ま た は 、 台 座 １ ３ ４ と 、 円 筒 状 ま た は 芯 の 壁 面 １ ４ ０ に
よ っ て 形 が 決 め ら れ た 副 も し く は 末 端 芯 部 、 端 部 の 弓 形 の 凹 部 、 ま た は 、 台 座 １ ３ ８ と を
さ ら に 含 む 。
　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 比 較 的 小 さ い 内 部 芯 １ ２ ６ の 周 囲 に 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２
と 、 比 較 的 小 さ い 内 部 芯 １ ２ ８ の 周 囲 に 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ４ と を さ ら に 含 む 。
　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 ４ つ の 角 面 ま た は 面 取 り し た 面 １ ４ ６ 、 １ ４ ８ 、 １ ５ ０ 、 １ ５
２ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 荷 重 支 持 面 １ １ ０ は 第 ２ の 荷 重 支 持 面 １ １ ２ と 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 荷 重 支 持 面
１ １ ０ 、 １ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 他 の 荷 重 支 持 面 の 平 面 に 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ る 。 荷 重
支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 端 部 １ １ ４ 、 １ １ ６ を 横 切 る か ま た は そ れ と 交 差 す
る よ う に 配 向 さ れ て い る 。 通 常 、 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 平 行 四 辺 形 で
あ る 。 具 体 的 に は 、 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 角 面 ま た は 面 取 り し た 面 １
４ ６ 、 １ ４ ８ 、 １ ５ ０ お よ び １ ５ ２ と 、 副 壁 面 ま た は 凹 部 １ ３ ６ 、 １ ３ ８ を 有 す る 端 部 １
１ ４ 、 １ １ ６ と 、 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ と に よ っ て 形 成 さ れ た 一 組 の １ ２ 辺 に 接 し て い る 。
　 中 央 芯 （ 内 部 芯 ） １ ２ ２ は 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ の 中 央 に 形 成 さ れ 、 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、
１ １ ２ の そ れ ぞ れ に 達 す る よ う そ れ ぞ れ の 間 を 渡 っ て 設 け ら れ て い る 。 中 央 芯 １ ２ ２ の 中
心 を 通 っ て い る 軸 は 側 面 １ １ ８ と 側 面 １ ２ ０ か ら 等 距 離 に あ り 、 さ ら に 端 部 １ １ ４ の 中 心
点 と 端 部 １ １ ６ の 中 心 点 か ら も 等 距 離 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 比 較 的 小 さ い 内 部 芯 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ の 直 径 ま た は サ イ ズ と 整 合 さ せ る と と も に 、 副 芯 部
１ ３ ４ 、 １ ３ ８ の 直 径 ま た は サ イ ズ と も 整 合 さ せ た 中 央 芯 １ ２ ２ の 直 径 ま た は サ イ ズ は 、
伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ の 重 量 ま た は 質 量 を 最 小 限 に す る の に は 十 分 大 き く 、 且 つ 、 伸 張 用 ブ
ロ ッ ク １ ４ に 十 分 な 質 量 と 強 度 を 与 え る の に は 十 分 小 さ い 。 一 組 の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ を
単 独 で 用 い る か ま た は 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク と 組 み 合 わ せ て 自 立 塀 を 作 り 上 げ る こ と が で き
る 。
　 芯 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ お よ び １ ２ ８ の そ れ ぞ れ は 、 内 部 芯 で あ る 。 す な わ ち 、 芯 １ ２ ２ 、 １
２ ６ 、 １ ２ ８ の そ れ ぞ れ は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ の そ れ ぞ れ か ら 一 定 の
間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る と と も に 、 端 部 １ １ ４ 、 １ １ ６ の そ れ ぞ れ か ら も 一 定 の 間 隔
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を 置 い て 配 置 さ れ て い る 。 芯 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ お よ び １ ２ ８ 同 士 も 、 互 い に 一 定 の 間 隔 を 置
い て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ の そ れ ぞ れ は 、 直 に 隣 接 す る 高 さ に 配 置 さ れ て い る
隣 接 し た 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 副 芯 の 壁 面 の 一 つ と 協 力 す る た め に 、 カ ー ブ ま た は 弓 形 の 形 状
と な る よ う に 、 第 １ の 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 上 の 内 部 芯 １ ２ ６ と １ ２ ８ の そ れ ぞ れ の 周 囲 に ま
で 及 ん で い る 。 こ の よ う な カ ー ブ ま た は 弓 形 の 形 状 、 よ り 好 ま し く は 円 形 状 、 最 も 好 ま し
く は 継 ぎ 目 の な い 円 形 状 は 、 ブ ロ ッ ク 間 の 連 結 を 維 持 し な が ら 、 互 い に 対 面 し て い る 建 築
用 ブ ロ ッ ク 間 の 回 転 に よ る 調 整 を 可 能 と す る 。 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 互 い に 対 面 し て い
る 副 芯 部 が 副 芯 を 形 成 し て 、 直 に 隣 接 し て い る 高 さ に あ る 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ の 一
つ に 対 す る 受 容 部 を 形 成 す る よ う に ２ つ の 隣 接 し た ブ ロ ッ ク が 互 い の 端 と 端 と を 接 し て （
好 ま し く は 接 着 剤 を 使 用 せ ず に ） 配 置 さ れ て い る と き に 、 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク と 連 結 す る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ は 、 形 状 に お い て は 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ と 同 一
で あ り 、 円 筒 状 の 壁 面 １ ３ ０ 、 １ ３ ２ の そ れ ぞ れ に 平 行 に つ な が り 且 つ 調 和 し て い る 円 筒
状 の 壁 表 面 部 分 １ ５ ４ と 、 円 筒 状 の 壁 表 面 部 分 １ ５ ４ か ら 外 の 方 に 延 び 且 つ 荷 重 支 持 面 １
１ ０ と 平 行 に 広 が っ て い る 上 部 の 継 ぎ 目 の な い 環 状 の 表 面 部 分 １ ５ ６ と 、 こ の 表 面 部 分 １
５ ６ か ら 第 １ の 荷 重 支 持 面 １ １ ０ ま で 次 第 に 先 細 に な っ て い る 先 細 ま た は 斜 め に 切 ら れ て
い る 継 ぎ 目 の な い 表 面 １ ５ ４ と を 含 む 。
　 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ の た め の 一 つ の 台 座 は 、 互 い に 対 面 し て い る ２ つ の
副 芯 部 に よ っ て 形 成 さ れ た 副 芯 で あ る 。 そ の よ う な 副 芯 ま た は 台 座 は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０
や 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ の 壁 面 ４ ８ と ５ ２ や 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ６ お よ
び 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ８ の 壁 面 １ ３ ６ と １ ４ ０ 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 副 芯 部 の 壁 面 等 の よ う
な 、 副 芯 部 壁 面 を 含 む 。 こ れ ら の 副 芯 部 壁 面 は 、 面 １ １ ２ 等 の 第 ２ の 荷 重 支 持 面 に 対 し て
垂 直 に 広 が っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ の も う 一 つ の 台 座 は 主 芯 （ 内 部 芯 ） １ ２ ２ の 円 筒 状
の 壁 面 １ ２ ４ で あ る 。 主 芯 １ ２ ２ の 円 筒 状 の 壁 面 １ ２ ４ も ま た 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４
、 不 連 続 な 連 結 部 ９ ２ 、 ま た は 、 任 意 の 連 結 片 ９ ４ の た め の 台 座 で あ る 。
　 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ５ ４ の よ う に 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ と １ ４ ４ は 、 そ れ を 副
芯 部 の 壁 面 と 一 列 に 並 べ る 際 の 補 助 に な る 先 細 ま た は 斜 め に 切 ら れ て い る 継 ぎ 目 の な い 表
面 １ ５ ４ を 含 む 。 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ の よ う に 、 継 ぎ 目 の な い １ ４ ２ と １ ４ ４ の そ れ
ぞ れ は 、 副 芯 部 壁 面 ４ ８ 、 ５ ２ 、 １ ３ ６ お よ び １ ４ ０ 等 の 副 芯 部 壁 面 の 半 径 と 実 質 的 に 等
し い か 、 好 ま し く は そ れ よ り も わ ず か に 小 さ い 半 径 を 有 す る 。 こ こ で 、 上 記 半 径 は 、 先 細
の 表 面 １ ５ ６ と 第 １ の 荷 重 支 持 面 １ １ ０ と の 交 差 部 で 測 定 し た も の で あ る 。 継 ぎ 目 の な い
連 結 部 １ ４ ２ と １ ４ ４ は 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ と １ ４ ４ が 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ の 一
つ の 構 成 要 素 で あ り 且 つ 必 須 で あ る た め 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 同 時 に 成 型 ま た は 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 端 部 １ ４ ４ は 端 部 １ １ ６ の 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 端 部 １ １ ４ は 、 第 １ 面 ま た は 略 平 ら な
表 面 １ ６ ０ と 、 第 ２ の 面 ま た は 略 平 ら な 表 面 １ ６ ２ と を 含 む 。 平 ら な 表 面 １ ６ ０ 、 １ ６ ２
の そ れ ぞ れ は 、 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ に 対 し て 垂 直 に 広 が っ て い る 。 副 芯 部 １ ３ ４ は
平 ら な 表 面 １ ６ ０ 、 １ ６ ２ の 中 間 に 形 成 さ れ る 。 平 ら な 表 面 １ ６ ０ 、 １ ６ ２ は 側 面 １ １ ８
、 １ ２ ０ の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 い て い る 平 面 内 に 位 置 す る 。
　 端 部 １ １ ６ は 第 １ の 面 ま た は 略 平 ら な 表 面 １ ６ ４ と 、 第 ２ の 面 ま た は 略 平 ら な 表 面 １ ６
６ と を 含 む 。 平 ら な 表 面 １ ６ ４ 、 １ ６ ６ の そ れ ぞ れ は 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ に 対 し て
垂 直 に 広 が っ て い る 。 副 芯 部 １ ３ ８ は 平 ら な 表 面 １ ６ ４ 、 １ ６ ６ の 中 間 に 形 成 さ れ る 。 平
ら な 表 面 １ ６ ４ 、 １ ６ ６ は 、 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ の そ れ ぞ れ に 対 し て 傾 い て い る 平 面 内 に
あ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 対 の 平 ら な 表 面 １ ６ ０ 、 １ ６ ２ が 位 置 す る 平 面 は 一 対 の 平 ら な 表 面 １ ６ ４ 、 １ ６ ６ が
位 置 す る 平 面 と 平 行 で あ る 。
　 平 ら な 部 分 １ ６ ０ 、 １ ６ ２ 、 １ ６ ４ 、 １ ６ ６ の そ れ ぞ れ は 、 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ と 側 面 １
１ ６ 、 １ １ ８ を 横 切 る か ま た は そ れ と 交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。
　 平 行 な 平 ら な 表 面 を 有 す る 端 部 １ １ ４ 、 １ １ ６ の お 陰 で 、 互 い に 端 と 端 と を 接 し て 配 置
さ れ た 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 ま っ す ぐ な ラ イ ン ま た は ま っ す ぐ な 塀 部 を 形 成 す る 。 こ の
よ う な ま っ す ぐ な 塀 部 に お い て は 、 端 部 １ １ ４ 、 １ １ ６ が 平 行 な 平 ら な 表 面 を 有 す る の で
、 側 面 １ １ ８ は 、 互 い に 一 列 に 並 べ て も よ い し 、 あ る い は 、 側 面 １ ２ ０ と 一 列 に 並 べ て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な ま っ す ぐ な 塀 部 の 上 面 に は 、 下 側 に あ る ブ ロ ッ ク １ ４ の 継 ぎ 目 の な い 連 結 部
１ ４ ２ 、 １ ４ ４ の 一 つ を 上 側 の ま っ す ぐ な 塀 部 の 互 い に 対 面 し て い る ２ つ の 副 芯 部 １ ３ ４
と １ ３ ８ に よ っ て 形 成 さ れ た 副 芯 に 据 え 付 け る よ う に 、 か つ 、 上 側 の ブ ロ ッ ク １ ４ の 継 ぎ
目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ の も う 一 つ を 上 側 の ブ ロ ッ ク １ ４ の 中 央 芯 １ ２ ２ に 据 え 付
け る よ う に し て 、 他 の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ を 互 い 違 い の 関 係 で 配 置 し て も よ い 。
　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ は 、 ブ ロ ッ ク １ ０ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ お よ び ２ ０ に よ っ て 形
成 さ れ る 塀 に カ ー ブ を 与 え る た め に 、 ま た は 、 こ の 塀 に 波 状 も し く は 蛇 行 し た パ タ ー ン を
与 え る た め に 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ 、 １ ２ と 組 み 合 わ せ て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ の 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ は 、 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 側 面 １ １ ８
、 １ ２ ０ の そ れ ぞ れ は 、 通 常 、 他 の 側 面 の 平 面 に 略 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ る 。 側 面 １ １
８ 、 １ ２ ０ の そ れ ぞ れ は 、 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ と 端 部 １ １ ４ 、 １ １ ６ を 横 切 る か ま
た は そ れ と 交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ は 、 自 立 塀 の 外 側 垂 直 面
を 形 成 す る 。 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ は 、 両 面 が ざ ら ざ ら と し た 塀 が 形 成 さ れ る よ う に ざ ら つ
き 化 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 ＜ 主 芯 に 割 り く さ び 部 を 有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ ク ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ６ ＞
　 図 ６ Ａ と 図 ６ Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ６ は 、 中 央 芯 １ ２ ２ に 一 対 の 割 り
く さ び 部 ま た は 凹 部 １ ７ ０ が あ る こ と を 除 い て 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 同 一 で あ る 。 割 り
く さ び 部 １ ７ ０ は 、 お 互 い に 一 列 に 並 べ ら れ て い る と と も に 、 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２
と 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ に 対 し て 垂 直 に 広 が っ た 平 面 内 に 配 置 さ れ て い る 。 凹 部 １ ７ ０ の そ
れ ぞ れ は 第 １ ま た は 第 ２ の 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ に 達 す る よ う そ れ ら 荷 重 支 持 面 の 間
を 渡 っ て 設 け ら れ て い る 。 凹 部 １ ７ ０ の そ れ ぞ れ は 、 中 央 芯 １ ２ ２ に 通 じ て い る か 、 あ る
い は 、 そ れ に 面 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 割 り く さ び 部 １ ７ ０ は 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ６ の 作 業 場 で の 部 分 変 更 の た め の 補 助 と し て
役 に 立 つ 。 す な わ ち 、 一 対 の 割 り く さ び 部 １ ７ ０ に よ っ て 決 め ら れ た 平 面 に 沿 っ て ブ ロ ッ
ク １ ６ を 分 割 す る こ と に よ っ て 、 左 側 ま っ す ぐ の ブ ロ ッ ク ま た は ブ ロ ッ ク 部 １ ７ ２ と 、 左
側 ま っ す ぐ の ブ ロ ッ ク ま た は ブ ロ ッ ク 部 １ ７ ４ が 形 成 さ れ る 。 新 し く 形 成 さ れ た ブ ロ ッ ク
１ ７ ２ 、 １ ７ ４ は 、 連 結 部 用 の 副 壁 面 部 ま た は 座 部 を 有 し て い る 。
　 こ こ で 留 意 す べ き こ と は 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ６ は 、 作 業 場 で の 部 分 変 更 を 必 要 と せ ず 、
し か も 、 要 望 が あ れ ば 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 同 様 の 方 法 で 使 用 し て も よ い と い う こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ １ つ の 連 結 部 に 割 り く さ び 部 を 有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ ク ま た は 複 列 用 ブ ロ ッ ク １ ８ ＞
　 図 ７ Ａ と 図 ７ Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ８ は 、 一 対 の 連 結 片 １ ８ ４ 、 １ ８
６ を 有 す る 不 連 続 な 連 結 部 １ ８ ２ を 形 成 す る た め の 割 り く さ び 部 １ ８ ０ （ ま た は 凹 部 １ ８
０ ） を 除 い て 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 同 一 で あ る 。
　 不 連 続 な 連 結 部 １ ８ ２ は 、 割 り く さ び 部 、 空 間 ま た は 凹 部 １ ８ ０ を 形 成 で き る よ う に す
る た め に 他 の 連 結 片 １ ８ ６ の 端 部 ま た は 端 部 面 １ ８ ８ か ら 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て
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い る 一 対 の 端 部 ま た は 端 部 面 １ ８ ８ を 、 一 つ の 連 結 片 １ ８ ４ が 有 す る よ う に す る た め に 、
不 連 続 な 連 結 部 ９ ２ と 同 様 の も の で あ る 。 空 間 １ ８ ０ は 荷 重 支 持 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ の そ れ
ぞ れ に 達 す る よ う そ れ ぞ れ の 間 を 渡 っ て 開 け ら れ て い る 。 空 間 １ ８ ０ は 、 内 部 芯 １ ２ ８ に
面 し 且 つ 通 じ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 割 り く さ び 部 １ ８ ０ は 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ８ を 、 そ の ４ 分 の １ の 断 片 ま た は 左 側 ま っ す
ぐ の ブ ロ ッ ク １ ９ ０ と ４ 分 の ３ の 断 片 ま た は 右 側 が 直 線 の ブ ロ ッ ク １ ９ ２ と に 分 割 す る た
め の 目 印 ま た は 補 助 部 で あ る 。 空 間 １ ８ ０ は 、 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ と 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ に
対 し て 垂 直 に 広 が っ た 平 面 上 で 互 い に 一 列 に 並 べ ら れ て い る 。 ブ ロ ッ ク １ ９ ０ 、 １ ９ ２ は
、 一 度 分 割 す る と 、 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ と 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ に 対 し て 垂 直 に 広 が っ た 端 部
面 を 有 す る よ う に な る 。
　 こ こ で 留 意 す べ き こ と は 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ８ は 、 作 業 場 で の 部 分 変 更 を 必 要 と せ ず 、
し か も 、 要 望 が あ れ ば 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 同 様 の 方 法 で 使 用 し て も よ い と い う こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ＜ 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ 用 の 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ＞
　 図 ８ で 示 さ れ る よ う に 、 側 面 １ １ ６ 、 １ １ ８ に ざ ら ざ ら と し た 表 面 ま た は 粗 い 石 造 表 面
を 形 成 す る 好 ま し い 方 法 は 、 互 い に 背 中 合 わ せ で 成 型 さ れ た １ つ 以 上 の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １
４ 、 １ ６ お よ び １ ８ を 、 例 え ば 面 を 分 割 す る 機 械 等 で 分 割 す る 方 法 で あ る 。 例 え ば 、 ブ ロ
ッ ク １ ４ 、 １ ６ の 側 面 が 分 割 に よ っ て 形 成 さ れ る 場 合 、 お よ び 、 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ８ の 側
面 が 分 割 に よ っ て 形 成 さ れ る 場 合 に 、 鋳 型 箱 １ ９ ４ は 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 伸 張 用 ブ ロ
ッ ク １ ６ お よ び 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ８ か ら な る レ イ ア ウ ト を 含 む 。 ブ ロ ッ ク １ ６ の 一 つ の 側
面 は 、 余 分 の 石 造 部 分 １ ９ ６ と 分 割 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ブ ロ ッ ク １ ８ の 一 つ の
側 面 は 、 余 分 の 石 造 部 分 １ ９ ８ と 分 割 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６
、 １ ８ の 他 の 部 分 は 鋳 型 部 分 ２ ０ ０ に 直 面 し 、 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ の こ れ ら 他 の 部
分 に は 、 少 な く と も 面 １ １ ０ 、 １ １ ２ と 、 端 部 １ １ ４ 、 １ １ ６ と 、 中 央 芯 １ ２ ２ の 円 筒 状
の 壁 面 １ ２ ４ と 、 相 対 的 に 小 さ い 内 部 芯 １ ２ ６ と １ ２ ８ の 円 筒 状 の 壁 面 １ ３ ０ 、 １ ３ ２ と
、 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ と 、 面 取 り し た 面 １ ４ ６ 、 １ ４ ８ 、 １ ５ ０ 、 １ ５ ２ と 、 ブ ロ ッ ク
１ ６ に お い て は 、 凹 部 １ ７ ０ 、 さ ら に 、 ブ ロ ッ ク １ ８ に お い て は 、 凹 部 １ ８ ０ と が 含 ま れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ＜ 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ ＞
　 図 ９ Ａ と ９ Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 通 常 、 第 １ の 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ と
、 第 ２ の 荷 重 支 持 面 ２ ０ ４ と 、 第 １ の 端 部 ２ ０ ６ 、 第 ２ の 端 部 ２ ０ ８ と 、 第 １ の 側 面 ２ １
０ 、 第 ２ の 側 面 ２ １ ２ と を 含 む 。 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 円 筒 状 の 壁 面 ２ １ ６ に よ っ て 形 が
決 め ら れ た 中 央 、 主 ま た は 内 部 芯 ２ １ ４ と 、 円 筒 状 の 壁 面 ２ ２ ０ に よ っ て 形 が 決 め ら れ た
内 部 芯 ２ １ ８ と を さ ら に 含 む 。 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ に 対 し て
垂 直 な 平 面 内 に 配 置 さ れ て い る ４ つ の コ ー ナ ー 面 ま た は 面 取 り し た 面 ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４ 、 ２
２ ６ 、 ２ ２ ８ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ の 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ は 、 第 ２ の 荷 重 支 持 面 ２ ０ ４ の 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 。 荷 重
支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の そ れ ぞ れ は 、 他 の 荷 重 支 持 面 の 平 面 に 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ る
。 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の そ れ ぞ れ は 、 端 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ を 横 切 る か ま た は そ れ と
交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。 通 常 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の そ れ ぞ れ は 台 形 で あ
る 。 具 体 的 に は 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ ， ２ ０ ４ の そ れ ぞ れ は 、 面 取 り し た 面 ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４
、 ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ と 、 平 ら な 端 部 ２ ０ ６ と 、 副 芯 部 を 有 す る 端 部 ２ ０ ８ と 、 側 面 ２ １ ０ 、
２ １ ２ と に よ っ て 形 成 さ れ た 一 組 の １ ０ 辺 に 接 し て い る 。
　 中 央 芯 ２ １ ４ は 通 常 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 中 央 に 形 成 さ れ 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ と ２ ０ ４
の そ れ ぞ れ に 達 す る よ う そ れ ぞ れ の 間 を 渡 っ て 設 置 さ れ て い る 。 中 央 芯 ２ １ ４ の 中 心 を 通
る 軸 は 、 側 面 ２ １ ０ と ２ １ ２ か ら 等 距 離 に あ り 、 さ ら に 、 通 常 、 端 部 ２ ０ ６ と ２ ０ ８ か ら
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も 等 距 離 に あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 中 央 芯 ２ １ ４ の 中 心 を 通 る 軸 ２ ２ ９ と 、 内 部 芯 ２ １ ８ の 中 心 を 通 る 軸
２ ３ １ と は 、 軸 ２ ３ １ と 軸 ２ ３ ３ と の 間 の 距 離 と 等 し い 距 離 だ け 互 い に 一 定 の 間 隔 を 置 か
れ て い る 。 軸 ２ ３ ３ は 端 部 ２ ０ ８ の 副 芯 部 （ 末 端 芯 部 ） ２ ３ ０ の 中 心 を 通 っ て い る 。 副 芯
部 ２ ３ ０ は 、 円 筒 状 の 壁 面 ２ ３ ２ に よ っ て 形 が 決 め ら れ て い る 。
　 そ の よ う な 軸 ２ ２ ９ と 軸 ２ ３ １ と の 間 と 軸 ２ ３ １ と 軸 ２ ３ ３ と の 間 の 設 定 距 離 も ま た 、
１ ） 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ と １ ２ の 芯 ４ ２ の 軸 と 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ の そ れ ぞ れ の 軸 と の 間 、 ２
） 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ の 中 央 芯 １ ２ ２ の 軸 と 内 部 芯 １ ２ ６ と １ ２ ８ の そ
れ ぞ れ の 軸 と の 間 、 ３ ） 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ の 内 部 芯 １ ２ ６ の 軸 と 副 芯
部 １ ３ ８ の 軸 と の 間 、 ４ ） 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ の 内 部 芯 １ ２ ８ の 軸 と 副
芯 部 １ ３ ４ の 軸 と の 間 の 各 設 定 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 内 部 芯 ２ １ ８ と 組 み 合 わ せ て の 中 央 芯 ２ １ ４ の 直 径 ま た は サ イ ズ は 、 一 組 の 角 用 ブ ロ ッ
ク が 、 単 独 で ま た は 他 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク と 組 み あ わ せ て 、 自 立 塀 を 形 成 す る こ と が で き る
よ う に 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 重 量 ま た は 質 量 を 最 小 限 に す る の に は 十 分 大 き く 、 且 つ 、 角
用 ブ ロ ッ ク ２ ０ に 十 分 な 質 量 と 強 度 を 与 え る の に は 十 分 小 さ い 。
　 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 連 結 部 ５ ４ 等 の 連 結 部 を 含 ま な い 。 し か し 、 内 部 芯 ２ １ ８ の 円 筒
状 の 壁 面 ２ ２ ０ の 直 径 は 、 導 管 が 内 部 芯 ２ １ ８ と 他 の ブ ロ ッ ク １ ０ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ 、
１ ８ お よ び ２ ０ の 芯 に 通 せ る よ う に 、 １ ） 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ と １ ２ の 円 筒 状 の 壁 面 ４ ４ と
７ ０ ； ２ ） 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ の 円 筒 状 の 壁 面 １ ３ ０ 、 １ ３ ２ と 同 じ で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で さ ら に 留 意 す べ き こ と は 、 中 央 芯 ２ １ ４ の 円 筒 状 の 壁 面 ２ １ ６ は 、 副 芯 部 ２ ３ ０
と 同 じ 半 径 で あ り 、 こ の 半 径 は 、 １ ） 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ 、 １ ２ の 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ の 半 径
； ２ ） 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ の 中 央 芯 １ ２ ２ と 副 芯 部 １ ３ ４ と １ ３ ８ の 半 径 、
と も 同 じ 半 径 で あ る こ と で あ る 。
　 さ ら に 留 意 す べ き こ と は 、 中 央 芯 ２ １ ４ は 、 他 の 中 央 芯 ま た は 主 芯 の よ う に 、 切 れ ず に
繋 が っ て い る 連 結 部 ま た は １ つ 以 上 の 連 結 片 の た め の 台 座 で あ る こ と で あ る 。
　 さ ら に 留 意 す べ き こ と は 、 副 芯 部 ２ ３ ０ は 、 他 の 副 芯 部 の よ う に 、 切 れ ず に 繋 が っ て い
る 連 結 部 ま た は １ つ の 連 結 片 の た め の 台 座 で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 端 部 ２ ０ ６ は 、 端 部 ２ ０ ８ と 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 端 部 ２ ０ ６ は 、 平 ら で あ り 、 か つ 、
荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ と 側 面 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ に 対 し て 垂 直 な 平 面 内 に あ る 。 端 部 ２ ０
８ は 、 第 １ の 平 ら な 表 面 ２ ３ ４ と 、 第 ２ の 平 ら な 表 面 ２ ３ ６ と を 含 む 。 こ れ ら 平 ら な 表 面
２ ３ ４ 、 ２ ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ に 対 し て 垂 直 に 広 が っ て い る 。
副 芯 部 ２ ３ ０ は 、 平 ら な 表 面 ２ ３ ４ 、 ２ ３ ６ の 中 間 に 形 成 さ れ て い る 。 平 ら な 表 面 ２ ３ ４
、 ２ ３ ６ は 、 側 面 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ の そ れ ぞ れ と 、 平 ら な 端 部 ２ ０ ６ が 位 置 す る 平 面 と に 対
し て 傾 斜 し て い る 平 面 内 に あ る 。 平 ら な 表 面 ２ ３ ４ 、 ２ ３ ６ の そ れ ぞ れ は 、 面 ２ ０ ２ 、 ２
０ ４ と 側 面 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ を 横 切 る か ま た は そ れ と 交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 平 ら な 端 部 ２ ０ ６ と 、 連 結 台 座 ま た は 副 芯 部 ２ ３ ０ を 有 す る 傾 斜
し た 端 部 ２ ０ ８ と の お 陰 で 、 角 の 一 部 ま た は 自 立 塀 の 端 部 を 形 成 し て い て も よ い 。 平 ら な
端 部 ２ ０ ６ は 角 の 末 端 部 分 ま た は 自 立 塀 の 端 部 と な り う る 。 そ の た め 、 そ の よ う な 自 立 塀
ま た は 建 築 用 ブ ロ ッ ク 列 は 、 傾 斜 し た 端 部 ２ ０ ８ か ら 延 び て い て も よ い 。
　 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 側 面 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ は 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 側 面 ２ １ ０ 、 ２
１ ２ の そ れ ぞ れ は 、 通 常 、 他 の 側 面 の 平 面 に 略 平 行 で あ る 平 面 内 に 配 置 さ れ る 。 側 面 ２ １
０ 、 ２ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ と 端 部 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ を 横 切 る か ま
た は そ れ と 交 差 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 。 側 面 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ と 平 ら な 端 部 ２ ０ ６ は 、
自 立 塀 の 外 側 の 垂 直 面 を 形 成 し 、 ざ ら ざ ら と し た 角 ま た は 端 部 で 両 面 が ざ ら ざ ら と し た 塀
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を 形 成 す る よ う に 、 ざ ら つ き 化 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 表 側 を 上 に し て ま た は 逆 さ ま に し て 使 用 し て よ い 。 言 い 換 え れ ば
、 荷 重 支 持 面 の い ず れ か が 他 方 の 荷 重 支 持 面 よ り も 上 に あ れ ば よ い の で あ る 。 同 様 に 、 ブ
ロ ッ ク １ ０ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ は 、 荷 重 支 持 面 の い ず れ か を 高 く し て 使 用 す れ
ば よ い 。
　 ＜ 角 用 ブ ロ ッ ク 用 の 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ＞
　 図 １ ０ で 示 さ れ る よ う に 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ 用 の 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ２ ４ ０ は 、 １ つ 以 上
の ざ ら ざ ら と し た 側 面 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ を 形 成 す る た め の 分 割 線 ま た は 分 割 平 面 ２ ４ ２ を 有
す る ３ つ の 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ を 含 む 。 ２ つ の 分 割 平 面 ２ ４ ２ は 余 分 の 石 造 部 分 ２ ４ ４ か ら
角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ を 分 け る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ２ ４ ０ は 、 平 ら な 端 部 ２ ０ ６ を 形 成 し 、 且 つ 、 余 分 な 石 造 部 分 ２ ４ ８
か ら 平 ら な 端 部 ２ ０ ６ を 分 け る た め の 分 割 線 ま た は 分 割 平 面 ２ ４ ６ を さ ら に 含 む 。
　 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 残 り の 部 分 は 、 鋳 型 部 ２ ５ ０ と 直 面 す る と と も に 、 こ れ ら の 他 の 部
分 は 、 少 な く と も 、 荷 重 支 持 面 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ と 、 副 芯 部 ２ ３ ０ を 有 す る 端 部 ２ ０ ８ と 、
中 央 の 比 較 的 大 き い 芯 ２ １ ４ の 円 筒 状 の 壁 面 ２ １ ６ と 、 内 部 の 比 較 的 小 さ い 芯 ２ １ ８ の 円
筒 状 の 壁 面 ２ ２ ０ と 、 面 取 り し た 面 ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４ 、 ２ ２ ６ お よ び ２ ２ ８ と を 含 む 。
　 ＜ 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ ＞
　 図 １ １ Ａ と １ １ Ｂ で 示 さ れ る よ う に 、 覆 い ま た は 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ は 、 最 上 部 の 建 築
用 ブ ロ ッ ク ま た は 建 築 用 ブ ロ ッ ク 列 １ ０ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ お よ び ／ ま た は ２ ０ の
上 に 配 置 さ れ る 。 覆 い ２ ２ は 、 互 い に 傾 斜 し て い て 、 且 つ 、 共 に 平 面 で あ る か 、 ま た は 、
好 ま し く は 、 覆 い ２ ２ を 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ ま た は １ ２ の 上 面 上 に 配 置 す る と き に 斜 め ブ ロ
ッ ク １ ０ 、 １ ２ の 端 部 ３ ４ と ３ ６ を わ ず か に 越 え て 延 び て い る ２ つ の 端 部 ２ ６ ０ と ２ ６ ２
を 含 む 。 覆 い ２ ２ は 、 中 間 に 溝 ２ ７ ２ を 有 す る ２ つ の 平 ら な 部 分 ２ ６ ８ 、 ２ ７ ０ を 含 む 下
面 ２ ６ ６ と は 反 対 側 に あ る 平 ら な 上 面 ２ ６ ４ を さ ら に 含 む 。 平 ら な 部 分 ２ ６ ８ 、 ２ ７ ０ は
、 平 ら な 上 面 ２ ６ ４ が 位 置 す る 平 面 に 略 平 行 で あ る 平 面 内 に 配 置 さ れ る 。 覆 い ２ ２ は 、 互
い に 反 対 側 に あ り 、 互 い に 平 行 で 、 か つ 、 平 ら な 部 分 ２ ６ ８ 、 ２ ７ ０ に 対 し て 垂 直 に 広 が
っ て い る 平 面 内 に 配 置 さ れ て い る 側 面 ２ ７ ４ 、 ２ ７ ６ を さ ら に 含 む 。 溝 ２ ７ ２ は 、 継 ぎ 目
の な い 連 結 部 ５ ４ 、 不 連 続 の 連 結 部 ９ ２ 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ お よ び 不 連
続 な 連 結 部 １ ８ ２ 等 の 連 結 部 の 受 容 部 で あ る 。 覆 い ２ ２ が 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 一 つ に は め 込
ま れ る と 、 先 細 の 溝 部 分 ２ ７ ８ は 、 そ の よ う な 連 結 部 ま た は そ の 連 結 片 の 先 細 部 分 に 直 面
す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 留 意 す べ き こ と は 、 覆 い ２ ２ の 幅 （ 側 面 ２ ７ ４ と ２ ７ ６ と の 間 の 距 離 ） は 、 覆 い
２ ２ が 建 築 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ， １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ お よ び ２ ０ の 上 に 張 り 出 す よ う に す
る た め に 、 こ れ ら の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の い ず れ の 幅 （ 該 ブ ロ ッ ク の 側 面 間 の 距 離 ） よ り も 大
き い と い う こ と で あ る 。
　 こ こ で 留 意 す べ き こ と は 、 覆 い ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ の 建 築 用 ブ ロ ッ ク 上 に 直 接 配 置 さ れ て
い て も い な く て も よ い が 、 直 ぐ 下 側 に あ る 建 築 用 ブ ロ ッ ク に 対 し て 互 い 違 い の 様 式 で 配 置
し て も よ い と い う こ と で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク 列 に お い て 、 隣 接 し た 建 築
用 ブ ロ ッ ク の ２ つ の 端 部 が 互 い に 直 面 す る 箇 所 で ラ イ ン が 形 成 さ れ る と い う こ と で あ る 。
覆 い ２ ２ は 、 隣 接 し た ブ ロ ッ ク が 互 い に 直 面 す る 位 置 を 隠 す た め に 、 そ の よ う な ラ イ ン の
真 上 に 直 接 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ８ Ａ は 、 一 つ の 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ の 側 面 ２ ６ ０ が 他 の 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ の 側 面
２ ６ ２ と 直 面 す る よ う に 、 ま っ す ぐ な 塀 部 の 覆 い を 形 成 す る た め に 配 置 さ れ て い る 覆 い 用
ブ ロ ッ ク ２ ２ を 示 し て い る 。
　 ＜ 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ＞
　 図 １ ２ で 示 さ れ る よ う に 、 覆 い ま た は 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ は ざ ら つ き が な い こ と が 好 ま
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し い 。 し た が っ て 、 ４ つ の 覆 い ま た は 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ が 形 成 さ れ る 鋳 型 の レ イ ア ウ ト
２ ８ ０ に お い て は 、 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ は 互 い に 一 定 の 距 離 を 置 い て 配 置 さ れ 、 ど こ に も
割 れ 目 は 形 成 さ れ な い 。 鋳 型 部 分 ２ ８ ２ は 覆 い ま た は 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ の い ず れ の 表 面
に も 直 面 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ＜ 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ ＞
　 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ は 図 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ お よ び １ ３ Ｃ で 示 さ れ る 。 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク
２ ４ は 、 長 方 形 の 平 ら な 上 部 表 面 ２ ８ ４ と 、 こ の 上 部 表 面 か ら 下 方 か つ 外 方 に 至 る ３ つ 一
組 の 傾 斜 表 面 ２ ８ ６ 、 ２ ８ ８ 、 ２ ９ ０ と を 含 む 。 表 面 ２ ８ ６ は 全 長 側 面 ２ ９ ２ に 至 り 、 表
面 ２ ８ ８ と ２ ９ ０ は そ れ ぞ れ 半 分 の 長 さ の 側 面 ２ ９ ４ と ２ ９ ６ に 至 る 。 表 面 ２ ８ ８ と ２ ９
０ は さ ら に 背 側 面 ２ ９ ８ に 至 る 。 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ は 、 さ ら に 、 平 ら な 底 面 ３ ０ ０ を
含 む 。
　 背 側 面 ２ ９ ８ が 互 い に 対 面 す る よ う に ２ つ の 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ が 互 い に 背 中 合 わ せ
に 配 置 さ れ る と き 、 一 つ の 柱 覆 い が 、 柱 ３ １ ２ （ 建 設 途 中 で は 図 １ ７ Ｂ で 示 さ れ る ） 等 の
柱 の 一 番 上 に 配 置 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の よ う な 柱 覆 い は 、 正 方 形 の 平 ら な 最 上 部
表 面 を 含 み 、 こ の 最 上 部 表 面 は 、 ２ つ の 表 面 ２ ８ ４ と 、 該 最 上 部 表 面 か ら 下 方 か つ 外 方 に
至 る ４ つ の 傾 斜 表 面 と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ４ つ の 傾 斜 し た 表 面 の う ち の ２ つ は ２ つ
の 表 面 ２ ８ ６ で あ り 、 他 の ２ つ は 、 一 つ の 表 面 ２ ９ ０ に 対 面 し て い る １ つ の 表 面 ２ ８ ８ と
、 別 の 表 面 ２ ９ ０ に 対 面 し て い る 別 の 表 面 ２ ８ ８ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ
て 、 柱 用 覆 い は 冠 の 外 観 を 有 す る 。 こ の よ う な 冠 の 表 面 は 、 軽 い 固 定 物 を 載 せ る た め に 使
用 し て も よ い 前 記 正 方 形 の 平 ら な 表 面 に 向 か っ て 上 方 に 収 束 し て い る そ の よ う な ４ つ の 傾
斜 し た ま た は 台 形 の 領 域 に よ っ て 形 が 決 め ら れ て い る 。 柱 覆 い 用 建 築 ブ ロ ッ ク ２ ４ は 、 柱
の 上 部 の 平 ら な 表 面 上 に 接 着 さ れ る か あ る い は 他 の 方 法 で 固 定 さ れ る の が 好 ま し い 。 そ の
よ う な 柱 は 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ に よ っ て 、 ま た は 、 建 築 用 ブ ロ ッ ク １ ０ ， １ ２ 、 １ ４ 、 １
６ 、 １ ８ お よ び ２ ０ を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る の が 最 も 好 ま し い 。 柱 覆 い 用
ブ ロ ッ ク ２ ４ は 、 柱 の 、 １ つ 、 ２ つ 、 ３ つ ま た は ４ つ の 側 面 を 越 え る 広 さ を 持 つ 程 に 十 分
な 長 さ と 幅 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ＜ 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 鋳 型 の レ イ ア ウ ト ＞
　 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ の 鋳 型 ３ ０ ０ は 、 図 １ ４ に 示 さ れ る 。 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ は ざ
ら つ き 部 分 を 含 ま な い こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ の す べ て の 表
面 は 、 鋳 型 ３ ０ ０ ま た は 鋳 型 部 分 ３ ０ ２ に 直 面 さ せ ら れ る 。
　 ＜ ま っ す ぐ な 塀 ＞
　 図 １ ５ Ａ は 、 一 組 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た ま っ す ぐ な 塀 部 を 示 す 。 こ の
よ う な ま っ す ぐ な 塀 部 ま た は 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 下 側 の 列 に お い て 、 一 つ の 斜 め ブ ロ ッ ク
１ ０ の 相 対 的 に 短 い 第 １ の 側 面 ３ ８ は 、 隣 接 し た ブ ロ ッ ク の 相 対 的 に 長 い 側 面 ４ ０ に 対 面
し 、 次 い で 、 こ の 側 面 ４ ０ が 他 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 相 対 的 に 短 い 第 １ の 側 面 ３ ８ に 対 面
す る 。 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 上 側 の 列 は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 下 側 の 列 の 継 ぎ 目 の な い 連 結
部 ５ ４ が 対 面 し て い る 上 側 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ と 直 面 す る こ と に よ っ
て 形 成 さ れ た 副 芯 に 据 え 付 け ら れ る よ う に 、 斜 め ブ ロ ッ ク の 上 側 の 列 を 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０
の 長 さ の 半 分 の 距 離 だ け オ フ セ ッ ト す る （ ず ら す ） こ と に よ っ て 示 さ れ る ま っ す ぐ な 塀 部
と 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ５ Ｂ は 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ に よ っ て 形 成 さ れ た ま っ す ぐ な 塀 部 を 示 す 。 伸 張 用 ブ
ロ ッ ク １ ４ の 他 の ま っ す ぐ な 塀 部 は 、 初 め に 述 べ た も し く は 下 側 の ま っ す ぐ な 塀 部 の 上 に
配 置 し て も よ い 。 ２ 番 目 に 述 べ た も し く は 上 側 の ま っ す ぐ な 塀 部 は 、 下 側 の ま っ す ぐ な 塀
部 の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ の 連 結 部 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ が 上 側 の 建 築 用 ブ ロ ッ ク の 中 央 芯 １ ２ ２
と 副 芯 部 １ ３ ４ と １ ３ ８ に 据 え 付 け ら れ る よ う に 、 下 側 の ま っ す ぐ な 塀 部 か ら 伸 張 用 ブ ロ
ッ ク の ４ 分 の １ の 距 離 だ け オ フ セ ッ ト さ れ て い る （ 離 し て 配 置 さ れ て い る ） 。 こ の よ う な
オ フ セ ッ ト と 連 結 部 が 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ の 各 列 を 延 長 し て い る 。
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　 ＜ カ ー ブ し た 塀 ＞
　 図 １ ６ Ａ は 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た カ ー ブ し た 塀 部 も し く は 上 側 列 を 示
す 。 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 相 対 的 に 短 い 側 面 ３ ８ が 互 い に 対 面 し 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 相 対
的 に 長 い 側 面 ４ ０ が 互 い に 対 面 し て い る 。 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 上 側 列 は 、 下 側 列 の 継 ぎ 目
の な い 連 結 部 ５ ４ が 、 上 側 列 の 副 芯 部 ４ ６ 、 ５ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 副 芯 に 据 え 付 け ら れ
る よ う に 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の ２ 分 の １ の 距 離 だ け 上 側 列 を オ フ セ ッ ト す る （ ず ら す ） こ と
に よ っ て 下 側 列 と 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ６ Ｂ は 、 「 逆 さ ま に 」 配 置 さ れ た 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 ブ ロ ッ
ク １ ０ ２ （ ブ ロ ッ ク １ ２ を 作 業 場 で 部 分 変 更 し た も の ） お よ び 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ に よ っ て
形 成 さ れ た カ ー ブ し た 塀 部 を 示 す 。 こ こ で 留 意 す べ き こ と は 、 さ ま ざ ま な 種 類 の 異 な る 傾
斜 の カ ー ブ が 、 異 な る ブ ロ ッ ク や そ れ ら を 作 業 場 で 部 分 変 更 し た も の の 異 な る 端 部 と 対 面
す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い て も よ い こ と で あ る 。
　 ＜ 角 ＞
　 図 １ ７ Ａ に 示 さ れ る 角 用 塀 部 ３ １ ０ 等 の 角 用 塀 部 は 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ （ ２ つ の 側 面 と
端 部 が ざ ら ざ ら と し て い る ） を 、 作 業 場 で 部 分 変 更 し た ブ ロ ッ ク や ４ 分 の ３ の ブ ロ ッ ク １
９ ２ と 併 用 す る こ と に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の そ れ ぞ れ と 作 業 場 で 部
分 変 更 さ れ た ブ ロ ッ ク １ ９ ２ は 角 ３ １ ０ が 形 成 さ れ る よ う に 互 い 違 い に 配 置 さ れ る 。 １ つ
以 上 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ と 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク
１ ６ と 、 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ８ （ す べ て 、 ２ つ の 側 面 が ざ ら ざ ら と し て い る ） と が 角 ３ １ ０
（ ま た は 角 用 ブ ロ ッ ク ／ 作 業 場 で 部 分 変 更 さ れ た ブ ロ ッ ク の 組 み 合 わ せ ） か ら 延 び て い て
も よ い 。 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 角 用 塀 部 の 外 側 の 角 を 形 成 し 、 残 り の ブ ロ ッ ク は 、 連 結 部 ５
４ 、 ９ ２ 、 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ お よ び １ ８ ２ （ 連 結 片 １ ８ ４ 、 １ ８ ６ を 含 む ） 等 の １ つ 以 上 の
連 結 部 で 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ に つ な が れ る 。 角 用 塀 部 が ひ っ く り 返 る の に 対 す る 抵 抗 力 を 与
え る た め に 、 支 柱 が 、 ブ ロ ッ ク の 一 列 に 並 べ ら れ た 芯 に 差 し 込 ま れ 、 さ ら に 地 中 に も 差 し
込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ＜ 柱 ＞
　 図 １ ７ Ｂ は 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ に よ っ て 形 成 さ れ た 石 造 の 柱 ３ １ ２ を 示 す 。 柱 ３ １ ２ の
側 面 の そ れ ぞ れ は 、 一 つ の 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 側 面 ２ １ ２ と 他 の 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 端 部
２ ０ ６ と が 互 い 違 い に 配 置 さ れ た 層 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ を 互 い に 連 結
す る た め に 接 着 剤 お よ び ／ ま た は 導 管 を 使 用 し て も よ い 。 一 本 の 導 管 が 、 互 い に 一 列 に 並
べ ら れ た 内 部 芯 ２ ３ １ 、 お よ び ／ ま た は 、 互 い に 一 列 に 並 べ ら れ た 中 央 芯 ２ １ ４ と 副 芯 部
２ ３ ０ を 通 っ て 延 び て い て も よ い 。
　 石 造 の 柱 ３ １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 柱 の 覆 い を 形 成 す る よ う に 互 い に 端 と 端 と を 接 し て 配 置
さ れ た 一 対 の 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ４ を 含 む 。 柱 の 覆 い は 、 柱 の 側 面 か ら や や 張 り 出 す の に
十 分 大 き い も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ＜ 導 管 ＞
　 図 １ ８ Ａ に 示 さ れ る よ う に 、 使 用 さ れ る こ と が あ る 図 １ ８ Ａ に 示 さ れ る よ う な 導 管 ３ ２
０ は 、 鋼 鉄 製 の 管 状 の 導 管 で あ っ て も よ く 、 好 ま し く は 約 １ と ８ 分 の ３ イ ン チ の 外 径 を 有
す る も の で も よ い 。 導 管 の 外 径 は 、 導 管 が 本 発 明 の あ ら ゆ る 他 の ブ ロ ッ ク と 対 面 す る と き
に は 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 ５ ４ 等 の 本 発 明 の 連 結 部 の 内 径 よ り わ ず か に 小 さ い か 、 ま た は
、 等 し い の が 好 ま し い 。 言 い 換 え れ ば 、 導 管 は 一 つ の ブ ロ ッ ク の 連 結 部 を 通 っ て 延 び 且 つ
そ れ と 直 面 し 、 そ の 直 後 、 直 ぐ 隣 の ブ ロ ッ ク の 主 芯 ま た は 副 芯 部 を 通 っ て 延 び 、 さ ら に そ
の 直 後 、 次 の 高 さ に あ る 次 の ブ ロ ッ ク の 連 結 部 を 通 っ て 延 び 且 つ そ れ と 直 面 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う な 導 管 は 、 作 業 場 に お い て 容 易 に パ イ プ カ ッ タ ー に よ っ て 切 断 さ れ る 。 導 管 は
、 塀 ま た は 塀 の 一 部 が 約 ３ フ ィ ー ト ま た は 約 ４ フ ィ ー ト の 高 さ よ り 高 く な る 場 合 に 好 適 で
あ る こ と が あ る 。
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　 ＜ ラ ン ダ ム な 外 観 ＞
　 図 １ ８ Ｂ は 、 本 発 明 の 塀 部 が ど の よ う に し て ラ ン ダ ム な 外 観 と な り う る か を 示 し て い る
。 こ の よ う な 塀 は 、 １ つ 以 上 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ と 、 １ つ 以 上 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ２ お よ び
／ ま た は そ の 作 業 場 で の 部 分 変 更 物 と 、 １ つ 以 上 の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ と 、 １ つ 以 上 の 伸
張 用 ブ ロ ッ ク １ ６ お よ び ／ ま た は そ の 作 業 場 で の 部 分 変 更 物 と 、 １ つ 以 上 の 伸 張 用 ブ ロ ッ
ク １ ８ お よ び ／ ま た は そ の 作 業 場 で の 部 分 変 更 物 と 、 １ つ 以 上 の 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ と 、 １
つ 以 上 の 覆 い 用 ブ ロ ッ ク ２ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 ラ ン ダ ム な 外 観 に お け る １ つ 以 上 の ブ ロ ッ ク は 、 実 際 に ブ ロ ッ ク が 伸 張 用 ブ ロ
ッ ク １ ４ 等 の 完 全 な ブ ロ ッ ク で あ る と き に 半 ブ ロ ッ ク の 外 観 を 与 え る た め に 表 面 に 形 成 さ
れ た 切 れ 目 ３ ３ ０ を 有 し て い て も よ い 。 こ の よ う な 切 れ 目 ３ ３ ０ の 形 成 に 関 し て は 、 次 の
米 国 特 許 が そ っ く り そ の ま ま 参 照 し て 取 り 入 れ ら れ る 。 す な わ ち 、 「 Dry Stackable Stru
ctures」 の タ イ ト ル で ２ ０ ０ ０ 年 ７ 月 ４ 日 に 発 行 さ れ た Bott米 国 特 許 第 ６ ， ０ ８ ２ ， ０ ６
７ 号 、 お よ び 、 「 Method of Producing Stackable Concrete Blocks」 の タ イ ト ル で ２ ０
０ １ 年 １ １ 月 ２ ７ 日 に 発 行 さ れ た Bott米 国 特 許 第 ６ ， ３ ２ ２ ， ７ ４ ２ 号 で あ る 。
　 ＜ 蛇 行 し た 塀 ＞
　 蛇 行 ま た は 波 形 の 塀 は 、 １ ） カ ー ブ し た 塀 の 組 み 合 わ せ 、 ２ ） ま っ す ぐ な 塀 の 組 み 合 わ
せ 、 お よ び ／ ま た は 、 ３ ） カ ー ブ し た 塀 と ま っ す ぐ な 塀 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 形 成 さ れ う
る 。 例 え ば 、 図 １ ９ Ａ は 、 図 １ ６ Ａ で 示 さ れ た カ ー ブ し た 塀 部 に よ っ て 形 成 さ れ た 蛇 行 塀
部 ３ ４ ０ を 示 す 。 蛇 行 塀 部 ３ １ ０ は 、 一 つ の 完 全 な 「 波 長 」 用 に １ ０ 個 の 斜 め ブ ロ ッ ク １
０ を 使 用 す る が 、 わ ず か ４ 個 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ を 蛇 行 塀 部 ３ ４ ０ の 一 つ の 完 全 な 「 波 長
」 用 に 使 う こ と が で き る 。 １ ０ 個 の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ に よ る 第 ２ の 「 波 長 」 は 、 図 １ ９ Ａ
に 示 さ れ る 波 形 列 ３ ４ ０ の 最 上 面 に 連 結 す る 形 式 で 配 置 し て も よ い 。 １ ０ 個 の 斜 め ブ ロ ッ
ク の 第 ２ の 「 波 長 」 は 、 第 ２ の 「 波 長 」 の 副 芯 部 が 第 １ の 「 波 長 」 の 連 結 部 ５ ４ 内 に 据 え
付 け ら れ る よ う に 、 波 形 列 ３ ４ ０ か ら 一 つ の 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 長 さ ２ 分 の １ の 距 離 だ け
オ フ セ ッ ト さ れ て い る （ 離 し て 配 置 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 蛇 行 し た 塀 の 別 の 種 類 は 、 図 １ ９ Ｂ に 示 さ れ る 。 ジ グ ザ グ 型 の 蛇 行 塀 部 ３ ５ ０ は 、 図 １
７ Ａ に 示 さ れ る 角 ３ １ ０ 等 の い く つ か の 角 を 含 む 。 こ こ で 、 第 ２ の 「 波 長 」 は 塀 部 ３ ５ ０
の 最 上 面 に 配 置 し て も よ い 。 そ れ ぞ れ の 角 ３ １ ０ の た め に 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ は 、 作 業 場
で 部 分 変 更 さ れ た ブ ロ ッ ク １ ９ ２ が 角 ３ １ ０ を 互 い に 連 結 す る よ う に す る た め に 、 そ れ ぞ
れ の 角 ３ １ ０ に 関 し て 図 １ ７ Ａ に 示 さ れ る よ う に 互 い 違 い に 並 べ ら れ る 。
　 図 １ ９ Ａ と 図 １ ９ Ｂ に 示 さ れ た 以 外 の 本 発 明 の ブ ロ ッ ク は 、 蛇 行 し た 塀 ま た は ジ グ ザ グ
状 の 塀 を 形 成 す る た め に 使 用 し て も よ い 。
　 蛇 行 し た 塀 は 、 他 の す べ て の 要 素 が 同 じ で あ る 場 合 、 ま っ す ぐ の 塀 と 比 較 し て 、 相 対 的
に 高 い 安 定 性 を 有 す る 。 例 え ば 、 ま っ す ぐ な 塀 が 単 に 塀 の 縦 の 長 さ に 沿 っ て の み 安 定 性 を
有 す る に す ぎ な い と 考 え て よ い の に 対 し 、 蛇 行 し た 塀 は 縦 と 横 の 両 方 向 に 安 定 性 を 有 す る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ＜ 塀 の 安 定 性 ＞
　 本 発 明 に か か る ブ ロ ッ ク を １ つ 以 上 使 用 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 塀 の 安 定 性 は 、 以
下 の 特 徴 の う ち の １ つ 以 上 に よ っ て も た ら さ れ る 。 １ ） ブ ロ ッ ク の 連 結 と 据 え 付 け の 特 徴
。 ２ ） 塀 に 使 わ れ る ブ ロ ッ ク の 質 量 。 ３ ） ブ ロ ッ ク の 上 面 と 下 面 の 平 坦 さ 。 ４ ） 塀 の 形 状
、 特 に 、 蛇 行 状 、 ジ グ ザ グ 状 ま た は 「 階 段 機 能 」 状 の 塀 が 建 て ら れ る 場 合 。 ５ ） 芯 内 を 下
方 に 通 り 抜 け 且 つ 地 面 に 打 ち 込 ま れ た 上 述 の 導 管 。
　 ＜ 塀 の 安 定 性 － ブ ロ ッ ク の 連 結 ＞
　 連 結 と 据 え 付 け の 特 徴 に つ い て は 、 下 部 の ブ ロ ッ ク の 連 結 部 （ ５ ４ 、 ９ ２ 、 ９ ４ 、 ９ ６
、 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ 、 １ ８ ２ 、 １ ８ ４ 、 １ ８ ６ ） を 、 上 部 の ブ ロ ッ ク の 相 対 的 に 大 き な 芯 （
１ ２ ２ 、 ２ １ ４ ） と 、 上 部 の ブ ロ ッ ク の 副 芯 部 （ ４ ６ 、 ５ ０ 、 １ ３ ４ ， １ ３ ８ ， ２ ３ ０ ）
に よ っ て 形 成 さ れ た 副 芯 と に 据 え 付 け る こ と が で き る 。 こ こ で 留 意 す べ き こ と は 、 相 対 的
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に 小 さ な 芯 （ ４ ２ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 ２ １ ８ ） は 、 連 結 部 の 外 側 の 直 径 ま た は 半 径 よ り も
小 さ い （ よ り 小 さ い 直 径 ま た は 半 径 を 有 す る ） た め 、 連 結 部 の 据 え 付 け 部 （ 座 部 ） を 提 供
で き な い こ と で あ る 。 芯 ４ ２ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 お よ び ２ １ ８ は 、 連 結 部 を 排 除 す る 芯 で
あ る 。 芯 １ ２ ２ 、 ２ １ ４ は 、 連 結 部 を 受 容 す る か 、 も し く は 、 連 結 部 を 据 え 付 け る 芯 で あ
る 。 副 芯 は 、 例 え ば 、 そ れ ら の サ イ ズ ま た は 形 状 等 に よ っ て 、 連 結 部 を 受 容 す る か 、 も し
く は 、 連 結 部 を 据 え 付 け る 芯 と な る 。 連 結 部 は 、 こ の よ う な 相 対 的 に 小 さ い 芯 ４ ２ 、 １ ２
６ 、 １ ２ ８ お よ び ２ １ ８ に 嵌 め 込 む こ と が 出 来 な い 。 こ れ に よ っ て 、 適 切 な 連 結 具 合 が わ
か ら な か っ た 塀 の 組 み 立 て 人 に 注 意 を 与 え る 。 言 い 換 え れ ば 、 異 な る 高 さ で 隣 接 す る ブ ロ
ッ ク 間 の 唯 一 の 適 切 な 合 わ せ 具 合 は 、 自 動 的 に 一 列 に 並 ぶ 連 結 具 合 で あ る 。 さ ら に 言 い 換
え れ ば 、 仮 に 、 下 側 の ブ ロ ッ ク 列 上 に ブ ロ ッ ク の 一 つ を 配 置 す る 際 に 、 丁 度 置 か れ る ブ ロ
ッ ク の 下 面 が 下 側 の 列 の 上 面 に 対 し て 平 ら で あ れ ば 、 上 記 組 立 人 が 連 結 具 合 を 確 か だ と 想
定 で き る 。 さ ら に 言 い 換 え る と 、 異 な る 高 さ で 隣 接 す る ブ ロ ッ ク は 、 仮 に 人 が 連 結 部 に 対
し て 連 結 芯 を 据 え 付 け よ う と し て も 、 連 結 し な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ＜ 塀 の 安 定 性 － ブ ロ ッ ク の 質 量 と 密 度 ＞
　 ブ ロ ッ ク の 質 量 ま た は 重 量 に つ い て は 、 ブ ロ ッ ク の 密 度 が 、 １ 立 方 フ ィ ー ト あ た り 、 約
１ ２ ０ ポ ン ド か ら 約 １ ４ ０ ポ ン ド の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し く 、 約 １ ２ ５ ポ ン ド か ら 約 １
４ ０ ポ ン ド で あ る こ と が 更 に 好 ま し く 、 約 １ ３ ０ ポ ン ド か ら 約 １ ４ ０ ポ ン ド で あ る こ と が
最 も 好 ま し い 。 ブ ロ ッ ク の 重 量 は 、 家 主 が ブ ロ ッ ク を 取 り 扱 う こ と が で き る （ 例 え ば 、 平
均 的 な 力 を 有 す る 成 人 女 性 ま た は 成 人 男 性 が 地 面 か ら 約 ３ フ ィ ー ト ま た は 約 ４ フ ィ ー ト の
位 置 ま で 持 ち 上 げ ら れ る ） の に 十 分 軽 い こ と が 好 ま し い 。 ブ ロ ッ ク の 重 量 は 、 出 来 る だ け
大 き い 安 定 性 を 塀 に 与 え る こ と が で き る よ う に 出 来 る だ け 重 い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ＜ 塀 の 安 定 性 － 荷 重 支 持 面 の 平 坦 さ ＞
　 連 結 部 ま た は 連 結 片 を 考 慮 に 入 れ な い と し て 、 ブ ロ ッ ク （ １ ０ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ 、 １
８ 、 ２ ０ ） の 上 面 （ ３ ０ 、 １ １ ０ 、 ２ ０ ２ ） と 下 面 （ ３ ２ 、 １ １ ２ 、 ２ ０ ４ ） は 、 出 来 る
だ け 平 ら で あ る こ と が 好 ま し い 。 言 い 換 え れ ば 、 こ れ ら 上 面 と 下 面 は 、 連 結 部 、 芯 お よ び
副 芯 部 を 除 き 、 凹 部 や 突 き 出 た 部 分 が な い こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 言 い 換 え れ ば 、 連 結 部
、 芯 や 副 芯 部 を 考 慮 に 入 れ な け れ ば 、 上 記 上 面 と 下 面 は 、 上 記 の よ う な 平 ら で な い 特 徴 が
９ ０ ％ な い こ と が 好 ま し く 、 ９ ５ ％ な い こ と が 更 に 好 ま し く 、 ９ ９ ％ な い こ と が よ り 更 に
好 ま し く 、 ９ ９ ． ９ ％ な い こ と が 最 も 好 ま し い 。 平 坦 さ を 考 慮 す る 際 、 セ メ ン ト ブ ロ ッ ク
の 標 準 的 な 粗 い 表 面 と そ の よ う な セ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 表 面 の 通 常 の 刻 み 目 と を 考 慮 に い れ
な い 。 標 準 的 な 粗 い 表 面 と 通 常 の 刻 み 目 を 与 え る と 、 前 記 上 面 と 下 面 は 、 凹 部 、 溝 、 切 り
込 み 、 突 き 出 た 部 分 、 小 隆 起 、 う ね 、 ま た は 、 平 ら な 表 面 か ら 外 れ る 他 の あ ら ゆ る 特 徴 の
な い 、 実 質 的 に 平 ら に な る 。 そ の よ う な 平 坦 さ は 、 下 方 向 の 荷 重 ま た は 力 を 塀 全 体 に わ た
っ て 均 等 に か か る よ う に す る か 、 あ る い は 、 分 散 し 、 こ れ に よ っ て 、 相 対 的 に 大 き な 安 定
性 を 与 え る 。 平 坦 さ と は 、 「 上 側 の 表 面 の す べ て の 点 が 、 特 定 さ れ た 距 離 よ り も 大 き く な
い 距 離 だ け 離 さ れ た ２ つ の 平 行 な 平 面 、 す な わ ち 、 基 底 面 と 最 上 面 と の 間 に 含 ま れ て い る
こ と と 、 さ ら に は 、 下 側 の 表 面 の 全 て の 点 が 、 特 定 さ れ た 距 離 よ り も 大 き く な い 距 離 だ け
離 さ れ た ２ つ の 平 行 な 平 面 、 す な わ ち 、 基 底 面 と 最 上 面 と の 間 に 含 ま れ て い る こ と 」 を も
意 味 す る 。 上 記 の よ う な 特 定 の 距 離 は 、 約 ４ 分 の １ イ ン チ よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し く 、
約 ８ 分 の １ イ ン チ よ り 小 さ い こ と が よ り 好 ま し く 、 約 １ ６ 分 の １ イ ン チ よ り 小 さ い こ と が
更 に 好 ま し く 、 約 ３ ２ 分 の １ イ ン チ よ り 小 さ い こ と が 最 も 好 ま し い 。 平 坦 さ は さ ら に 、 下
面 が あ る 平 面 に 平 行 で あ る 平 面 内 に 上 面 が あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 最 大 限 に 平 坦 に さ れ て い る ブ ロ ッ ク は 、 縦 と 横 方 向 に お け る 摩 擦 を 最 小 限 に す る こ と も
で き る 。 こ れ は 、 塀 の 建 築 中 に ブ ロ ッ ク が 塀 か ら 落 ち た り も し く は 滑 り 落 ち る と い う 危 険
を 最 小 限 に す る 。 そ の う え 、 ブ ロ ッ ク が 地 上 に 打 ち 付 け て 割 れ て し ま う と い う 危 険 も 最 小
限 に す る 。
　 ＜ ブ ロ ッ ク の 組 成 ＞

10

20

30

40

50

(20) JP 2004-218416 A 2004.8.5



　 ブ ロ ッ ク １ ０ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ 、 ２ ０ 、 ２ ２ 、 ２ ４ の そ れ ぞ れ は 、 ほ と ん ど す
べ て の 種 類 の コ ン ク リ ー ト 混 合 物 ま た は 充 填 物 に よ っ て 形 成 し て よ い 。 該 混 合 物 ま た は 充
填 物 は 、 ブ ロ ッ ク の 所 望 の 強 度 、 所 望 の 水 吸 収 性 、 所 望 の 密 度 、 所 望 の 収 縮 度 お よ び そ の
他 の 物 理 的 特 性 を 含 む い く つ か の 因 子 に よ っ て 決 ま る 。 ブ ロ ッ ク 用 の セ メ ン ト 接 合 混 合 物
に は 、 セ メ ン ト 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ 、 水 、 砂 、 砂 利 、 岩 、 可 塑 剤 、 防 水 剤 、 架 橋 剤 、 染 料 、
着 色 剤 、 顔 料 の １ 種 以 上 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ＜ ブ ロ ッ ク の 露 出 表 面 ＞
　 本 発 明 に か か る ブ ロ ッ ク の 露 出 表 面 、 例 え ば 、 斜 め ブ ロ ッ ク １ ０ の 側 面 ３ ８ 、 ４ ０ や 、
伸 張 用 ブ ロ ッ ク １ ４ 、 １ ６ ， １ ８ の 側 面 １ １ ８ 、 １ ２ ０ や 、 角 用 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 側 面 ２ １
０ 、 ２ １ ２ と 端 部 ２ ０ ６ 等 に は 、 仕 上 げ 加 工 が 施 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 該 仕 上 げ 加
工 表 面 は 、 ざ ら つ き 化 さ れ て い て も い な く て も よ い 。 仕 上 げ 加 工 表 面 は 、 古 代 の 美 術 様 式
に し て も よ い し 、 し な く て も よ い 。 ざ ら つ き 化 さ れ た 仕 上 げ 加 工 表 面 が 好 ま し い 。 図 ４ ，
８ ， １ ０ の 鋳 型 レ イ ア ウ ト 等 の 本 発 明 の 鋳 型 レ イ ア ウ ト を 用 い て ざ ら つ き 化 さ れ た 仕 上 げ
加 工 表 面 が よ り 好 ま し い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 に か か る 建 築 用 ブ ロ ッ ク は 、 自 立 す る 無 モ ル タ ル 塀 を 造 る た め に 好 適 に 用 い る こ
と が で き る 。 本 発 明 に 従 っ た 塀 の 建 造 は 、 個 々 の 構 成 単 位 ま た は ブ ロ ッ ク の 様 式 ま た は 組
み 合 わ せ 具 合 に 基 づ い て 仕 上 げ ら れ た 塀 の ２ つ の 垂 直 な 表 面 を 有 す る 機 会 を 与 え る 。 こ の
特 徴 は 、 機 能 的 で あ り 且 つ 建 築 上 魅 力 的 で あ る 構 造 の 基 盤 を 引 き 出 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に か か る 、 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 を 有 す る 斜 め ブ ロ ッ ク の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ Ａ は 、 図 １ の 斜 め ブ ロ ッ ク の 上 面 図 で あ る 。 図 ２ Ｂ は 、 図 ２ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ
ク の 側 面 図 で あ る 。 図 ２ Ｃ は 、 図 ２ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ Ｄ は 、 図 ２ Ａ
の 斜 め ブ ロ ッ ク を 用 い て 建 て ら れ た 塀 の 一 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 連 結 部 に 割 り く さ び 部 を 有 す る 斜 め ブ ロ ッ ク の 上 面
部 で あ る 。 図 ３ Ｂ は 、 図 ３ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ２ Ａ と 図 ３ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク の 鋳 型 配 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 一 対 の 継 ぎ 目 の な い 連 結 部 を 有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ ク
の 上 面 図 で あ る 。 図 ５ Ｂ は 、 図 ５ Ａ の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 中 心 芯 に 割 り く さ び 部 を 有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ ク の 上
面 図 で あ る 。 図 ６ Ｂ は 、 図 ６ Ａ の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 連 結 部 の １ つ に 割 り く さ び 部 を 有 す る 伸 張 用 ブ ロ ッ
ク の 上 面 図 で あ る 。 図 ７ Ｂ は 、 図 ７ Ａ の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ５ Ａ ， 図 ６ Ａ お よ び 図 ７ Ａ の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク の 鋳 型 配 置 の 上 面 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ９ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 角 用 ブ ロ ッ ク の 上 面 図 で あ る 。 図 ９ Ｂ は 、 本 発 明 に
か か る 、 角 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ９ Ａ の 角 用 ブ ロ ッ ク の 鋳 型 配 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 上 面 図 で あ る 。 図 １ １ Ｂ は 、
図 １ １ Ａ の 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 図 １ １ Ａ の 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 鋳 型 配 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ Ａ は 、 本 発 明 に か か る 、 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 上 面 図 で あ る 。 図 １ ３ Ｂ は
、 図 １ ３ Ａ の 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 端 面 図 で あ る 。 図 １ ３ Ｃ は 、 図 １ ３ Ａ の 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ
ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 図 １ ３ Ａ の 柱 覆 い 用 ブ ロ ッ ク の 鋳 型 配 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ Ａ は 、 図 ２ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク を 使 用 し て い る ま っ す ぐ な 塀 の 部 分 の 上 面
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図 で あ る 。 図 １ ５ Ｂ は 、 図 ５ Ａ の 伸 張 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 し て い る ま っ す ぐ な 塀 の 部 分 の 上
面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ Ａ は 、 図 ２ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク を 使 用 し て い る カ ー ブ し た 塀 の 部 分 の 上 面
図 で あ る 。 図 １ ６ Ｂ は 、 図 ２ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク 、 図 ３ Ａ の 斜 め ブ ロ ッ ク の 一 部 、 図 ５ Ａ の
伸 張 用 ブ ロ ッ ク 、 お よ び 、 図 ９ Ａ の 角 用 ブ ロ ッ ク を 使 用 し て い る カ ー ブ し た 塀 の 部 分 の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ Ａ は 、 図 ９ Ａ と 図 ９ Ｂ の 角 用 ブ ロ ッ ク に よ っ て 形 成 さ れ た 塀 の 角 の 一 部
の 斜 視 図 を 示 す 。 図 １ ７ Ｂ は 、 図 ９ Ａ と 図 ９ Ｂ の 角 用 ブ ロ ッ ク に よ っ て 形 成 さ れ た ブ ロ ッ
ク 建 築 の 柱 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ Ａ は 、 塀 の ひ っ く り 返 り に 対 す る 抵 抗 の た め の 導 管 を 使 用 し て い る 塀 の
一 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ８ Ｂ は 、 本 発 明 に か か る ブ ロ ッ ク を 使 用 し て い る 塀 に 、 ど
の よ う に し て 任 意 の 外 観 を 提 供 す る こ と が で き る か を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ Ａ は 、 比 較 的 に 高 い 安 定 性 を 有 す る 蛇 行 し た 塀 の 一 部 の 上 面 図 で あ る 。
図 １ ９ Ｂ は 、 高 い 安 定 性 を 有 す る 他 の タ イ プ の 蛇 行 し た 塀 ま た は ジ グ ザ グ 状 の 塀 の 一 部 の
上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ０ 、 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 斜 め ブ ロ ッ ク （ 建 築 用 ブ ロ ッ ク ）
　 ３ ０ 、 ３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 荷 重 支 持 面
　 ３ ４ 、 ３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 端 部
　 ３ ８ 、 ４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 側 面
　 ４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内 部 芯
　 ４ ６ 、 ５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 末 端 芯 部
　 ５ ４ 、 ９ ２ 　 　 　 　 　 　 　 連 結 部
　 ９ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 片
　 １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ 　 　 　 　 伸 張 用 ブ ロ ッ ク
　 １ １ ０ 、 １ １ ２ 　 　 　 　 　 荷 重 支 持 面
　 １ １ ４ 、 １ １ ６ 　 　 　 　 　 端 部
　 １ １ ８ 、 １ ２ ０ 　 　 　 　 　 側 面
　 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 　 内 部 芯
　 １ ３ ４ 、 １ ３ ８ 　 　 　 　 　 末 端 芯 部
　 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ 、 １ ８ ２ 　 連 結 部
　 １ ８ ４ 、 １ ８ ６ 　 　 　 　 　 連 結 片
　 １ ７ ０ 、 １ ８ ０ 　 　 　 　 　 凹 部
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 角 用 ブ ロ ッ ク
　 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ 　 　 　 　 　 荷 重 支 持 面
　 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ８ 　 　 　 　 　 端 部
　 ２ １ ０ 、 ２ １ ２ 　 　 　 　 　 側 面
　 ２ １ ４ 、 ２ １ ８ 　 　 　 　 　 内 部 芯
　 ２ ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 末 端 芯 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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